
図版　工　「金海良洞里出土遺物について」付図

1方格規矩四神鏡（金海類洞里・岡内撮影）

2銅製把頭飾（金平良洞里・姜徳仁氏撮影）



図版　工　「金海良洞里出土遺物について」付図

Φ

1　鉄剣身・鉄矛（金海景総総・岡内撮影）

2　銅剣身・把握部・把頭飾（朝鮮南部各地出土）

（2・3サ武燗氏撮影，4・5樋口隆康氏撮影）
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金
海
良
洞
里
出
土
遺
物
に
つ
い
て

岡

内

三

宜
ノ、

は
　
じ
　
め
　
に

　
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
資
料
は
、
筆
者
が
一
九
七
一
年
八
月
に
釜
山

市
を
訪
れ
た
際
に
、
同
地
の
朴
敬
源
（
勺
難
関
Ω
《
Φ
○
昌
σ
q
老
8
）
氏
、
な
ら
び

に
姜
徳
仁
（
開
き
σ
q
U
o
o
財
－
覧
ヨ
）
馬
の
御
好
意
に
よ
り
、
調
査
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
③

で
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
括
遺
物
中
に
は
、
鉄
剣
・
鉄
矛
と
と
も
に
、
四
個
の
馬
形
像
を
も

っ
た
特
異
な
剣
の
把
頭
飾
が
あ
り
、
ま
た
、
朝
鮮
南
部
で
は
出
土
す
る
の
が

き
わ
め
て
稀
で
あ
る
中
国
鏡
を
も
含
ん
で
い
る
。

　
発
見
後
に
分
散
し
て
い
た
遣
物
を
て
い
ね
い
に
探
索
し
、
そ
の
組
成
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
か
に
し
た
朴
氏
は
、
『
考
古
美
術
』
一
〇
六
二
〇
七
号
（
ソ
ウ
ル
、
一

九
七
〇
年
九
月
）
に
、
　
「
金
海
地
方
出
土
の
青
銅
遺
物
」
と
題
し
て
、
詳
細

な
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
を
実
見
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
重

要
性
を
認
識
し
た
筆
者
は
、
同
氏
の
了
解
を
得
て
、
一
九
七
一
年
九
月
に
同
論

考
を
訳
出
し
、
後
に
そ
れ
を
校
閲
し
て
戴
い
て
一
一
月
末
に
訳
稿
が
で
き
上

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
釜
山
大
学
の
金
廷
鶴
（
H
（
一
昌
回
　
臼
¢
O
嵩
σ
q
一
げ
比
翼
）

教
授
が
、
こ
の
造
物
を
鼠
本
語
で
資
料
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
及
ん

だ
の
で
、
筆
者
は
そ
の
紹
介
を
さ
し
控
え
て
い
た
。
一
九
七
二
年
の
夏
に
、

金
廷
鶴
編
『
韓
国
の
考
古
学
』
　
（
東
京
一
九
七
二
年
八
月
）
が
出
版
さ
れ
、

早
速
こ
れ
を
通
読
し
た
と
こ
ろ
、
本
資
料
に
関
し
て
は
発
見
の
経
緯
や
遺
構

の
説
明
が
充
分
で
な
く
、
一
括
遺
物
の
組
成
が
朴
氏
と
は
異
な
っ
た
も
の
と

　
　
　
　
③

な
っ
て
い
る
。
金
教
授
の
報
文
が
そ
の
ま
ま
で
引
用
さ
れ
る
と
、
遺
構
・
造
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物
の
上
で
や
や
問
題
と
な
る
点
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ひ
ま
た
、
こ
れ

ら
は
朝
鮮
分
初
期
金
属
器
文
化
や
社
会
を
考
察
す
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な

遺
物
で
あ
り
、
当
時
の
朝
鮮
と
中
国
、
更
に
は
臼
本
と
の
関
係
か
ら
み
て
も

貴
重
な
価
値
を
も
つ
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
研
究
者
に
、
よ
り
正

し
く
詳
細
に
紹
介
す
る
必
要
を
痛
感
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、

遺
構
・
遺
物
の
実
際
に
つ
い
て
綿
密
に
記
述
し
て
い
る
朴
氏
の
論
考
を
忠
実

に
伝
え
る
た
め
に
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
訳
を
掲
載
す
る
。
次
に
、
筆
者
霞
身

の
気
付
い
た
点
を
二
、
三
補
足
し
、
更
に
、
最
近
類
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る

細
形
短
剣
の
掘
頭
飾
に
つ
い
て
、
燐
に
一
節
を
設
け
て
論
ず
る
こ
と
に
し
ょ

h
つ
。注

①
　
朴
敬
源
民
は
、
当
時
、
無
恥
高
等
学
校
の
校
長
を
さ
れ
て
い
た
。
永
く
慶
尚

　
　
南
道
地
域
の
考
古
学
調
査
に
従
事
し
、
『
震
檀
学
報
』
『
考
古
美
術
』
な
ど
に
、

　
　
多
数
の
論
文
や
報
告
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
姜
徳
仁
氏
は
、
釜
山
市
在
住
の
美

　
　
術
贔
収
蔵
家
で
、
考
古
学
に
も
造
詣
が
深
い
方
で
あ
る
。

　
②
『
考
古
美
術
』
は
、
韓
国
美
術
史
学
会
の
機
関
誌
で
、
ソ
ウ
ル
で
一
年
に
四

　
　
圓
発
行
さ
れ
る
。
収
録
論
文
は
、
考
古
学
・
美
学
・
仏
教
美
術
・
建
築
な
ど
に

　
　
関
す
る
も
の
が
多
い
。

　
③
金
廷
鶴
編
『
韓
国
の
考
古
学
馳
集
京
、
一
九
七
二
、
一
三
〇
～
；
ニ
ペ
ー

　
　
諸
園
版
一
＝
～
＝
三
。
朴
氏
が
外
し
た
銅
矛
を
、
一
括
澱
畠
中
に
加
え

　
　
て
い
る
9

朴
敬
源
　
金
海
地
方
出
土
の
青
銅
遺
物

　
金
海
地
方
は
、
先
史
時
代
の
遺
跡
が
豊
富
で
あ
り
な
が
ら
、
青
銅
遺
物
に

か
ぎ
っ
て
は
、
そ
の
資
料
が
き
わ
め
て
稀
な
地
域
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
金
海
会
…
野
里
貝
塚
で
発
見
さ
れ
た
貨
泉
と
、
　
一
九
三
三
年
に
岡
艮
塚
の
甕

棺
か
ら
発
掘
さ
れ
た
細
形
銅
剣
三
口
・
銅
鈍
二
個
・
銅
難
一
個
・
碧
玉
国
管

　
　
　
　
　
　
　
　
①

玉
な
ど
の
一
括
遺
物
と
、
数
年
前
に
、
長
槍
爾
茂
渓
里
の
支
石
墓
で
、
精
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
磨
製
石
剣
と
と
も
に
出
土
し
た
引
落
数
点
、
そ
し
て
、
酒
村
里
出
土
と
伝

え
る
銅
矛
商
以
外
に
は
・
こ
れ
と
い
う
資
料
が
な
か
・
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
出
土
状
況
が
比
較
的
明
ら
か
な
一
括
遺
物
が
偶
然
に
発
見
さ
れ
て
、

新
た
な
資
料
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
幸
い
な
こ
と
と
思

わ
れ
る
の
で
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
出
土
経
緯

　
一
九
六
九
年
九
月
頃
、
酒
三
面
手
丸
里
歌
谷
部
落
に
住
む
チ
ョ
ン
・
モ
ン

ギ
（
甘
。
昌
σ
q
鼠
8
σ
q
－
σ
一
　
当
蒔
、
金
海
中
学
三
年
在
学
）
と
、
隣
の
部
落

に
住
む
キ
ム
・
サ
ソ
ゴ
ソ
（
H
（
一
ゆ
μ
　
ω
9
5
σ
奄
1
σ
Q
O
昌
）
の
二
人
が
、
チ
ョ
ソ
・
モ
ン

ギ
の
家
の
裏
山
の
土
砂
の
中
に
、
土
器
の
一
部
が
露
出
し
て
い
る
の
を
発

見
レ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
周
辺
を
採
掘
し
て
、
次
の
よ
う
な
遺
物
を
発
見
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
．
、
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　1．酒村面内三里吉書群　　2．

　5，茂渓里支石墓　　　　　6．

　額￥凹’縣w・助蹴∴陰鹸融燃川1・・エー浬
金海地方主要遺跡（朴敬源氏原図，岡内製図）

　　　　良洞里遺跡　　　3．良洞里歌谷貝塚　　4．柳下里貝塚

　　　　農所里貝塚　　　7．七山支石墓　　　　8．七山貝塚

　
　
銅
製
剣
歌
頭
館
一
個
、

　
　
方
格
規
矩
四
神
鏡
一
面
、

　
　
鉄
剣
二
口
、
鉄
器
二
口
、

　
　
土
器
三
個
、

　
発
見
者
た
ち
の
話
を
総
合
す
る

と
、
土
器
は
、
約
二
m
の
距
離
を

お
い
て
そ
の
両
端
と
中
間
地
点
で
、

各
々
一
個
ず
つ
あ
ら
わ
れ
、
鉄
剣

な
ど
の
四
点
は
右
端
の
土
器
の
下

か
ら
出
土
し
た
。
銅
鏡
は
、
鉄
剣

の
周
辺
で
鏡
面
を
上
に
し
て
、
破

片
が
円
形
に
散
布
し
て
い
た
と
い

い
、
剣
把
頭
飾
も
鉄
器
付
近
の
土

中
か
ら
採
集
し
た
と
い
う
。

　
こ
こ
は
、
金
射
界
か
ら
西
へ
約

一
〇
㎞
、
進
礼
薗
を
経
て
進
永
に

通
じ
る
道
路
と
、
長
有
面
に
行
く

道
と
の
分
岐
点
に
近
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
長
有
薗
柳
下
里

貝
塚
へ
は
約
二
㎞
、
茂
渓
里
ま
で
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は
約
四
㎞
の
距
離
で
あ

る
。　

こ
の
地
域
は
、
金
海
平

野
の
西
端
に
位
置
し
、
西

北
に
三
〇
〇
～
五
〇
〇
m

の
分
水
嶺
を
背
に
し
、
そ

こ
か
ら
三
つ
の
山
脈
が
東

南
の
金
海
平
野
の
ほ
う
に

手
の
指
の
よ
う
に
突
き
出

て
い
る
。
高
い
所
は
八
O

m
前
後
の
丘
陵
と
な
り
、

広
い
平
野
の
中
で
、
あ
た

か
も
海
上
の
島
の
よ
う
な

景
観
を
呈
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
丘
陵
の
東
南
の

斜
面
は
、
大
概
、
農
家
が

集
ま
っ
て
、
村
落
を
形
成

し
、
そ
の
周
囲
に
は
、
例

外
な
く
、
貝
塚
や
支
石
墓

の
よ
う
な
遺
跡
が
残
っ
て

い
る
の
が
、
こ
の
地
域
の
特
色
で
あ
る
。

　
道
路
を
は
さ
ん
で
一
〇
戸
ほ
ど
に
な
る
歌
谷
部
落
の
裏
山
の
標
高
二
〇
～

三
〇
m
の
緩
い
傾
斜
地
に
も
、
小
規
模
な
懇
懇
墓
が
散
在
し
、
部
落
の
前
の

丘
陵
の
東
南
斜
面
に
も
大
き
な
貝
塚
が
あ
る
こ
と
が
、
今
回
、
新
た
に
確
認

さ
渇
・
七
～
八
年
前
に
も
・
大
水
の
後
で
土
嚢
一
部
が
奮
し
て
2

時
、
盗
掘
者
た
ち
が
押
し
か
け
た
と
い
う
が
、
今
も
こ
の
部
落
の
裏
山
に
は
、

破
損
し
た
土
器
片
が
無
数
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

　
現
場
は
、
発
見
者
で
あ
る
二
人
の
案
内
で
筆
者
が
調
査
し
た
一
九
六
九
年

一
二
月
頃
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
変
動
が
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
、
一
九
六
九
年
夏

の
集
中
豪
雨
で
斜
面
が
崩
れ
、
土
器
の
一
部
が
露
出
し
、
こ
の
こ
と
が
、
遺

物
を
発
見
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
採
掘
す
る

た
め
に
撹
乱
し
た
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
原
状
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
が
土
墳
の
埋
葬
肚
で
、
こ

れ
ら
の
遣
物
も
そ
の
墓
の
副
葬
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
ま
ち
が
い
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
中
、
銅
鏡
は
す
で
に
二
〇
余
片
に
破
損
し
て
い

た
が
、
幸
い
、
完
全
に
収
拾
さ
れ
、
剣
把
頭
飾
と
と
も
に
何
人
か
の
手
を
経

て
、
釜
山
の
某
収
蔵
家
の
手
に
入
っ
て
い
る
。
鉄
製
品
四
点
は
、
発
見
者
た

ち
が
保
管
し
て
い
る
。
土
器
三
点
中
で
比
較
的
原
形
を
保
っ
て
い
る
一
点

は
、
チ
ョ
ン
・
モ
ン
ギ
が
自
分
の
家
に
置
い
て
い
た
と
い
う
が
、
い
つ
の
間

に
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
筆
者
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
人
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の
話
を
総
合
す
る
と
、
頸
部
が
細
く
く
び
れ
た
丸
底
の
壷
形
土
器
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
青
鋼
製
二
十
頭
飾

　
十
字
形
の
中
央
部
に
装
飾
鉦
が
突
出
し
た
形
式
で
あ
る
が
、
、
特
異
な
の

は
、
十
字
形
の
長
軸
部
が
複
式
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
先
端
に
四
頭
の
馬

形
彫
像
が
つ
い
た
珍
ら
し
い
形
態
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
長
軸
の
長
さ
　
一
〇
五
㎜
　
　
短
軸
の
長
さ
　
五
七
㎜

　
　
鉦
の
高
さ
　
　
　
四
三
㎜
　
　
馬
の
高
さ
　
　
五
〇
㎜

　
全
体
を
一
度
に
鋳
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
表
面
が
軟
緑
色
に
銃

化
し
て
お
り
、
ま
る
で
玉
の
よ
う
な
光
沢
が
美
し
い
。
四
頭
の
馬
は
、
素
朴

で
あ
る
が
、
形
態
の
要
所
を
よ
く
把
握
し
た
表
現
で
あ
る
。

　
剣
把
頭
飾
に
は
、
石
製
・
銅
製
・
被
銅
石
製
の
三
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
が

磨
製
石
剣
・
銅
剣
ま
た
は
鉄
剣
の
把
頭
に
装
着
す
る
も
の
と
し
て
、
特
に
、

満
州
、
韓
半
島
で
そ
の
分
布
が
明
白
な
遣
物
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
学
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
現
在
ま
で
、
国
内
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の

み
で
も
、
五
〇
例
を
越
す
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
石
製
剣
把
頭
飾

の
鉦
状
突
出
部
の
斜
面
に
、
素
朴
な
馬
の
形
が
陰
刻
さ
れ
た
一
例
が
あ
る
の

み
で
、
こ
れ
と
同
じ
精
巧
な
例
は
、
前
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
剣
把
頭
飾
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
の
程
度
に
な
る
と
、
発
達
の
極
限
に
到
達
し
た
感
が
な
く
も
な
い
。
国
内

出
土
の
多
く
の
遺
物
中
で
も
、
そ
の
出
土
地
が
虜
白
で
、
ま
た
そ
れ
が
使
用

奪
②

①

鑑’

㎝〇

⑦ρ職②紅鶴
図4　慶州南山発見把頭飾
　（r人誌』45－8による。）

さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
遺
物
と
伴
出
し
た
も
の
は
、
別
表
（
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
者
注
）

ペ
ー
ジ
）
に
挙
げ
た
数
例
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
一
覧
表
を
作
っ
て
み
る
と
、
剣
把
頭
飾
の
発
達
過
程
と
そ
の

年
代
に
対
し
て
、
お
お
よ
そ
、
｝
つ
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
注
目
し
得
る
遣
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。

　
銅
鏡

　
銅
鏡
は
、
直
径
二
〇
㎝
、
心
象
の
反
転
度
は
年
端
で
四
・
五
㎜
に
達
す
る

大
形
で
あ
る
。
二
〇
余
片
に
破
損
し
て
い
た
が
、
接
合
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
欠
失
し
て
い
る
小
片
も
、
出
土
し
て

か
ら
数
人
の
手
を
経
る
う
ち
に
紛
失
し
た
も
の
で
あ
る
。
鏡
背
に
は
、
一
部

酸
化
し
た
と
こ
ろ
と
、
緑
青
と
鉄
銃
の
ま
だ
ら
が
数
個
所
あ
る
が
、
出
土
晶
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翻 出　　土　　地 1酬形 式 伴　　出　遺　物

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1

釜山市東莱区長団長

慶耽大邸市東区晩村洞

尺一野州郡黒橋里

ピョンヤン市楽浪区域貞巌洞

慶北大邸市西区飛山洞

慶北大邸市西区飛山洞

ピョンヤン藍建洞区域美林里

慶南金海斗酒要目良洞里

全南霊岩郡始終面新富里

全南谷城郡木寺雪面操北里

石
銅
銅
銅
鋼
銅
銅
銅
銅

形
形
形
形
形
形

　
字
字
字
字
鴨

枕
十
十
十
十
双
十字形に方形鉦

十字形に方形鉦

十字形に方形三

十字形に方形鉦

磨製石剣
銅剣・銅剣付属具・銅父など

銅剣・銅矛・五銑銭など

銅父・方格四葬葉文鏡など

銅剣・銅剣付属具・銅矛・銅文・蓋｝樗帽・帯鉤・鉄器など
銅剣・内行花文鏡など

鉄剣・鉄矛・方格規矩四神鏡

銅矛
鮫土呂（寸土の積置賜）

特
有
の
鉛
黒
色
の
光
沢
が
美

し
い
鏡
で
あ
る
。

　
鏡
営
内
区
に
は
、
四
葉
文

鉦
座
を
中
心
と
す
る
方
格
内

に
、
＝
一
の
円
乳
と
十
二
支

の
文
字
を
鋳
出
し
、
内
郭
に

は
方
格
か
ら
四
出
す
る
丁
字

形
に
対
し
て
L
字
形
を
、
ま

た
方
響
の
四
隅
に
対
し
て
は

V
字
形
を
配
置
し
て
い
る
。

L
・
V
字
形
の
あ
い
だ
ご
と

に
八
個
の
内
行
八
花
文
墨
座

と
一
二
の
禽
獣
文
を
、
隙
間

な
く
細
線
で
鋳
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
図
像
は
、
方
格
内

の
十
二
支
の
子
午
線
を
基
準

と
し
て
、
青
龍
・
白
虎
・
朱

雀
。
玄
武
の
神
獣
を
、
東
西

南
北
の
順
に
配
置
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
残
っ
た
三
足
鳥

　
こ
の
よ
う
な
銅
鏡
は
、
い
わ
ゆ
る
「
方
響
規
矩
四
神
鏡
」
で
、
王
葬
の
漸

を
中
心
と
し
て
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
ま
で
盛
行
し
た
鏡
式
の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
出
土
し
た
同
じ
様
式
の
古
鏡
の
み
で
も
一
〇
余
面

　
銘
文
中
、
　
「
眞
大
盤
」
は
「
高
大
好
」
ま
た
は
「
翼
大
巧
」
の
ど
ち
ら
で

も
差
支
え
な
い
の
で
、
銘
文
は
ほ
と
ん
ど
完
全
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
銘
文

中
の
初
句
、
　
「
尚
方
佳
寛
眞
大
好
」
は
、
こ
の
一
三
が
一
代
の
尚
方
引
剥
の

製
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
「
上
有
仙
人
…
…
」
以
下
は
、
長
寿
無

最
で
あ
る
と
い
う
仙
人
た
ち
が
、
の
ど
が
か
わ
け
ば
玉
泉
を
飲
み
、
凱
え
れ

ば
覆
を
食
べ
、
天
下
に
浮
戸
し
、
四
海
を
傲
画
す
る
と
い
う
仙
人
生
活
を
猫

写
し
て
い
る
。
こ
の
銘
文
の
あ
る
鏡
を
侃
廻
す
る
老
は
、
や
は
り
ま
た
、
万

寿
長
命
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。

・
蜷
蛉
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
図
像
が
、
ど
ん
な
意
味
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

順
序
で
表
現
さ
れ
た
も
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
外
区
は
、
櫛
歯
文
帯

・
鋸
歯
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
次
に
、
厚
さ
四
・
五
㎜
の
外
縁
部
に
は
、
唐
草

文
様
化
し
た
流
雲
文
が
洗
練
さ
れ
た
曲
線
を
示
し
て
い
る
。

　
千
丈
は
内
曇
と
外
区
の
問
に
あ
り
、
整
美
な
漢
隷
の
銘
文
が
二
八
字
あ
る
。

一
部
酸
化
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
省
画
が
あ
る
が
、

大
略
、
次
の
よ
う
に
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
尚
方
佳
童
蝿
大
口
　
上
有
仙
人
不
知
老

　
　
指
骨
玉
泉
飢
食
議
　
浮
由
天
下
傲
四
海

136　（454）



金海良朝里出土遺物について　（岡内）

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
本
鏡
と
よ
く
似
た
も
の
と
し

て
は
、
次
の
二
面
が
あ
る
。

　
　
冨
田
晋
二
旧
蔵
　
方
格
規
矩
四
神
鏡
　
直
径
一
二
・
八
c
m

　
　
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
付
近
出
［
土
新
尚
方
作
方
格
規
矩
四
神
鏡
直
径
二
二
C
m

　
後
者
に
は
「
新
有
善
同
出
丹
陽
…
…
」
の
銘
文
が
あ
り
、
こ
れ
が
愈
愈
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
薪
」
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
面
の
鏡
と
比
較
す
れ
ば
、
鏡
の
形
態
や
鏡
背
の
文
様
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
同
一
で
、
本
章
も
や
は
り
、
同
じ
時
期
の
尚
方
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を

否
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
前
記
し
た
二
面
の
鏡
の
鏡

背
文
様
が
、
と
も
に
、
本
島
よ
り
は
形
式
化
し
た
面
が
み
ら
れ
る
の
で
、
本

玉
が
前
記
の
「
新
尚
方
鏡
」
よ
り
年
代
が
古
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
体
、

紀
元
一
世
紀
頃
の
製
品
と
推
定
す
れ
ば
、
大
き
な
誤
ま
り
は
な
い
も
の
と
考

え
る
。

　
鉄
剣
・
鉄
矛

　
鉄
剣
と
鉄
矛
各
二
口
は
、
土
城
の
東
端
の
土
器
の
下
に
並
ん
で
置
か
れ
て

い
た
と
い
う
。
鉄
剣
二
口
は
、
図
の
と
お
り
、
長
さ
が
異
な
る
だ
け
で
、
ま

っ
た
く
同
じ
形
態
に
作
っ
て
い
る
。

　
　
鉄
剣
④
　
長
さ
　
三
軍
・
五
㎝
　
幅
　
E
・
五
㎝

　
　
鉄
剣
㈲
　
長
さ
　
三
〇
・
五
㎝
　
幅
　
三
・
五
㎝

　
鋒
の
断
面
は
扁
平
な
菱
形
で
あ
る
が
、
鍋
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
丸
味
を
帯

び
て
い
る
。
剣
鞘
は
木
で
作
っ
て
い
た
よ
う
で
、
剣
G
り
に
は
、
鋒
の
両
面
と

茎
に
木
厨
が
明
ら
か
に
残
っ
て
い
る
。
茎
の
右
半
分
に
は
、
剣
把
を
く
く
っ

た
細
い
糸
の
痕
跡
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
、
硬
直
に
装
着
し
た
状
態
を
推

察
し
得
る
。
鉄
剣
㈲
　
に
も
、
一
部
に
剣
鞘
の
木
質
痕
跡
が
み
え
、
ま
た
、
そ

の
鋒
の
中
央
に
は
、
何
か
織
物
の
よ
う
な
も
の
が
一
部
残
っ
て
い
る
。

　
　
鉄
矛
ω
　
長
さ
　
二
九
・
五
㎝
　
幅
　
三
・
五
㎝

　
　
鉄
矛
㈲
　
長
さ
　
二
八
・
八
㎝
　
幅
　
三
・
O
c
田

　
鉄
弓
ω
・
㈲
と
も
に
、
そ
の
鋒
の
形
態
は
鉄
剣
と
異
な
る
点
が
な
い
。
柄

を
さ
し
こ
む
工
部
は
、
鉄
を
巻
い
て
円
筒
形
に
作
っ
て
お
り
、
接
合
部
が
重

な
ら
ず
、
し
か
も
、
隙
間
の
な
い
よ
う
に
製
作
さ
れ
て
い
て
、
比
較
的
す
ぐ

れ
た
鍛
造
手
法
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
佳
肴
は
、
図
面
で
み
る
よ
う
に
、
そ

の
輪
郭
の
み
で
は
銅
矛
と
区
別
で
き
な
い
ほ
ど
、
そ
の
外
形
が
似
て
い
る
点

が
眼
に
つ
く
。

　
土
器

　
こ
の
土
横
に
副
葬
さ
れ
た
土
器
は
、
お
よ
そ
三
個
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

二
個
は
、
最
初
か
ら
原
形
を
知
り
得
な
い
ほ
ど
に
破
損
し
て
い
た
。
他
の
一

個
は
ほ
ぼ
完
全
で
、
発
見
者
で
あ
る
チ
ョ
ン
・
モ
ン
ギ
が
、
自
分
の
家
に
置

い
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
前
述

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
土
器
は
、
頸
部
が
細
く
、
底
面
が
ま
る
い
壺
形

で
、
高
さ
は
二
〇
㎝
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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筆
者
が
、
遣
跡
の
近
く
に
多
量
に
散
布
し
て
い
た
次
の
四
種
類
の
土
器
最

中
で
、

　
　
①
軟
質
赤
褐
色
無
文
土
器
　
②
軟
質
青
灰
色
土
器
（
捺
打
文
）

　
　
③
赤
褐
色
磨
研
土
器
（
き
わ
め
て
少
数
）
　
④
新
羅
土
器

そ
の
壷
形
土
器
の
よ
う
な
も
の
は
ど
れ
か
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
発
見
者

二
人
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
②
の
土
器
片
を
指
摘
し
た
。
写
真
の
土
器

は
、
七
～
八
年
前
に
こ
の
部
落
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
際
、
そ
こ
の
農
家
で
便

器
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
出
所
を
聞
く
と
、
裏
山
で
出

た
と
い
う
の
で
写
真
を
撮
っ
て
お
い
た
も
の
で
、
高
さ
は
七
〇
㎝
ほ
ど
の
青

載
竈馬

礁
丁

講
」

辮
，
一

　　

@
懲
灘
議
，

轟
纏
撫
・

鱗
編

，
無
魁

図5　青灰色無文土器（朴氏撮影）

灰
色
無
文
土
器
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
部
落
の
裏
山
で
採
集
さ

れ
た
土
器
片
中
に
も
、
同
じ
質
の
大
形
土
器
片
が
ま
じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
あ
る
い
は
、
こ
の
一
帯
の
埋
葬
肚
は
、
土
墳
墓
以
外
に
甕
棺
墓
も
ま

じ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
か
ら
、
こ
こ
に
付
記
し
て
、
後
日

の
調
査
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

　
以
上
の
遺
物
は
、
前
述
の
と
お
り
、
洪
水
に
よ
る
偶
然
な
発
見
で
あ
る
と

は
い
え
、
そ
の
出
土
地
点
が
確
実
で
、
ま
た
、
幸
い
に
も
そ
の
現
場
が
そ
の

ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
た
。
原
状
を
明
確
に
把
握
で
き
な
い
ま
で
も
、
大
体
、

同
一
の
土
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
一
括
遺
物
で
あ
る
こ
と
を
、
確
認
す
る

　
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
出
土
し
た
銅
盤
は
、
そ
れ
自
体
に
は
紀
年
銘
が

　
な
い
が
、
西
紀
一
世
紀
頃
に
盛
行
し
た
方
格
規
矩
四
神
鏡
で
、
そ
の
中
で

　
も
標
式
に
な
り
得
る
製
品
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ

　
れ
と
同
じ
様
式
の
銅
鏡
は
、
わ
が
国
で
は
、
楽
浪
の
故
地
以
外
の
地
域
で

　
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
、
今
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま

　
た
、
そ
れ
が
精
美
な
青
銅
製
品
や
鉄
製
武
器
・
土
器
な
ど
と
と
も
に
、
土

　
壊
墓
か
ら
出
土
し
た
点
は
、
更
に
一
層
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
一
括
遺
物
が
、
将
来
、
わ
が
国
の
古
代
墓
制
の
問
題
や
、
大
陸
文
物

　
の
交
流
関
係
、
ま
た
は
こ
の
地
方
の
初
期
金
属
文
化
の
様
相
を
究
明
す
る

　
の
に
も
、
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
こ
の
一
括
遺
物
は
、
出
土
後
に
分
散
し
、
何
人
か
の
手
を
経
て
転
々
と
す
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る
過
程
で
、
不
確
実
な
鋼
矛
二
口
が
、
こ
こ
に
便
乗
付
加
さ
れ
る
と
い
う
混

線
状
態
を
か
も
し
だ
し
た
。
三
者
は
、
遺
物
の
行
方
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、

出
土
現
場
を
数
回
調
査
し
て
、
そ
の
銅
矛
が
こ
の
一
括
遺
物
と
関
係
の
な
い

も
の
で
、
中
間
の
商
人
た
ち
が
任
意
に
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
に
到
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
た
め
に
、
意
外
に
時
間
と
努
力
を
費

や
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
、
か
ろ
う
じ
て
こ
の
一
括
遺
物
を
完
全
に
復
原

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
お
の
ず
か
ら
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。

注
①
藤
田
亮
策
・
梅
原
末
治
『
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
』
（
以
下
、
『
綜
鑑
』
と
略
称
）

　
　
第
一
巻
、
奈
良
、
　
一
九
四
七
、
八
七
～
八
九
ペ
ー
ジ
、
図
版
二
七
・
四
九
・

　
　
五
〇
。

　
②
　
国
立
博
物
館
『
青
銅
遺
物
図
録
』
ソ
ウ
ル
、
　
九
六
八
、
一
四
～
一
五
ペ
ー

　
　
ジ
、
雲
版
二
三
、
図
面
一
九
。

　
③
藤
田
亮
策
・
梅
原
宋
治
・
小
泉
顕
夫
『
南
朝
鮮
に
於
け
る
漢
代
の
遣
跡
』
ソ

　
　
ウ
ル
、
一
九
二
五
、
九
　
～
九
二
ペ
ー
ジ
、
図
版
四
五
。

　
④
二
村
面
後
妻
里
砂
徳
部
落
。
東
西
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
二
つ

　
　
の
丘
陵
に
は
、
農
協
里
貝
塚
と
椥
下
里
貝
塚
と
が
あ
る
。

　
⑤
　
薦
揮
田
・
梅
原
『
始
廊
鑑
』
第
一
巻
、
七
五
～
七
山
ハ
ペ
ー
ジ
、
図
版
四
｝
。

　
　
　
秋
山
進
午
　
「
中
属
東
北
地
方
の
初
期
金
属
文
化
の
様
絹
ω
」
『
考
古
学
雑

　
　
誌
』
　
（
以
下
、
『
考
誌
』
と
略
称
）
五
三
巻
四
号
、
東
京
、
一
九
六
八
、
二
〇

　
　
～
二
一
…
ペ
ー
ジ
。

　
⑥
　
藤
田
・
梅
原
『
綜
鑑
』
第
一
巻
、
七
穴
～
八
○
ペ
ー
ジ
、
図
版
四
～
。

　
⑦
関
野
点
、
低
か
『
楽
浪
心
礎
代
の
遺
蹟
』
本
文
、
ソ
ウ
ル
、
｝
九
二
七
、
三

　
　
一
八
～
　
二
二
一
一
ペ
ー
ジ
。

　
　
梅
原
末
治
『
鑑
鏡
の
研
究
』
　
東
山
尽
、
　
～
九
二
五
、
　
一
五
七
～
一
五
八
ペ
ー

　
　
ジ
、
第
一
図
。

　
　
藤
田
・
梅
原
『
綜
鑑
』
第
三
巻
、
八
ペ
ー
ジ
、
図
版
五
六
。

（
訳
者
注
）

　
　
把
頭
飾
の
出
土
門
中
、
恥
二
．
五
・
六
．
九
．
一
〇
の
五
例
は
、
朴
星
影
民

　
　
が
校
閲
の
際
に
補
っ
た
例
で
あ
る
。
剛
4
の
遣
物
は
、
現
在
慶
州
博
物
館
に
展

　
　
示
し
て
い
る
。

遺
物
の
観
察

　
発
見
者
の
協
力
と
朴
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
は
、
上
述
し
た

と
お
り
で
あ
る
。
最
近
、
筆
者
が
、
こ
の
遺
構
と
遺
物
に
関
す
る
新
事
実
や

変
更
は
な
い
か
と
改
め
て
書
簡
で
問
い
合
せ
た
際
に
も
、
そ
れ
以
外
の
発
見

や
追
加
す
べ
き
事
柄
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
構
に

つ
い
て
は
、
上
に
述
べ
て
い
る
以
上
に
は
、
詳
細
を
知
り
得
な
い
。
遺
物
に

つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
の
観
察
で
気
が
つ
い
た
点
が
二
、
三
あ
る
の
で
参
考

ま
で
に
付
記
し
て
お
く
。

　
二
口
の
鉄
剣
身
は
、
と
も
に
全
面
が
銃
化
し
、
一
部
は
さ
び
ぶ
く
れ
し
て

い
る
。
朴
氏
は
短
い
鉄
剣
身
に
は
、
織
物
の
痕
跡
ら
し
い
も
の
が
み
え
る
と

書
い
て
い
る
が
、
筆
者
が
見
た
時
に
は
、
す
で
に
識
別
不
可
能
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
二
口
の
書
置
に
は
、
双
方
と
も
表
裏
両
面
に
鞘
の
木
質
が
銃
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着
し
て
遺
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
い
ほ
う
の
鉄
剣
の
関
か
ら
茎
に
か
け
て
、

糸
を
撚
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
紐
を
ま
き
つ
け
て
い
た
あ
と
が
あ
ざ
や
か
に
残

っ
て
い
る
。
茎
は
短
か
く
て
や
や
溝
く
、
断
面
は
長
方
形
で
あ
る
。
剣
身
・

茎
と
も
に
木
質
が
遺
存
し
て
い
る
か
ら
、
鞘
も
把
も
木
製
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
関
と
茎
に
遺
存
し
て
い
る
紐
の
あ
と
は
、
把
と
孤
身
を
固
定
さ
せ
る

た
め
か
、
あ
る
い
は
鐸
を
付
け
る
装
置
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
伴
出
し
た
把
頭

飾
が
、
こ
れ
ら
の
鉄
剣
の
い
ず
れ
か
に
着
装
さ
れ
て
い
た
と
い
う
確
か
な
証

拠
は
何
も
な
い
。
む
し
ろ
、
把
頭
飾
に
は
ま
っ
た
く
鉄
銃
が
付
着
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
着
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
え

る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
茎
が
短
か
く
、
剣
身
の
断
面
が
扁
菱
形
に
な
る
特
異

な
鉄
製
の
短
剣
は
、
朝
鮮
と
日
本
の
北
九
州
と
で
発
見
例
が
多
い
型
式
で
あ

る
。　

鉄
矛
は
、
鋒
部
も
袋
部
も
と
も
に
短
か
く
、
身
が
や
や
厚
い
作
り
で
あ
る
。

三
部
は
中
空
で
あ
る
が
、
銃
化
し
て
い
て
木
質
の
痕
跡
な
ど
も
み
え
ず
、
元

来
、
柄
を
つ
け
て
い
た
か
否
か
を
知
る
方
法
が
な
い
。
こ
う
し
た
短
い
鉄
鎌

は
、
朝
鮮
南
部
の
出
土
例
は
少
な
く
、
朝
鮮
北
部
の
土
壌
墓
か
ら
多
く
出
土

し
て
い
る
。
し
か
し
、
楽
浪
の
漢
式
木
榔
墳
や
確
室
墓
な
ど
か
ら
出
土
す
る

長
鋒
型
式
と
は
、
形
態
的
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鉄
剣
と
鉄
扉

は
、
細
形
短
剣
の
分
布
圏
内
で
の
特
異
な
利
器
で
あ
る
が
、
比
較
的
遅
れ
て

出
現
す
る
型
式
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
鵬
土
し
た
銅
鏡
は
、
流
露
文
縁
方
格
規
矩
四
神
鏡
で
あ
る
。
鏡
墨

壷
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
鉄
銃
が
付
着
し
て
い
て
、
上
記
の
鉄
製
利
器
と

伴
出
し
た
と
い
う
発
見
者
の
話
を
裏
付
け
て
い
る
。
銅
質
と
遺
存
状
態
が
良

好
で
あ
る
た
め
か
、
小
片
に
破
砕
し
て
い
る
割
に
は
欠
失
し
た
部
分
が
少
な

い
。
収
拾
と
復
原
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
完
全
な
ま
で
に
鏡
の
全
容
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
中
国
鏡
の
嵐
土
例
の
稀
な
朝
鮮
南
部
に
、
こ
の
上
な
い
好
資

料
を
提
供
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
出
土
時
に
は
、
す
で
に
一
部
分
が
破

損
し
て
い
た
と
い
う
が
、
発
見
後
に
生
じ
た
新
し
い
破
断
面
も
み
ら
れ
る
の

で
、
埋
め
た
当
時
は
、
破
損
の
な
い
完
全
な
鏡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
蒼
龍
と
白
虎
が
日
月
の
象
徴
を
さ
さ
げ
も
ち
、

十
二
支
の
文
字
と
「
尚
方
」
で
は
じ
ま
る
銘
文
が
あ
り
、
外
縁
に
は
時
計
ま

わ
り
の
流
雲
文
を
も
つ
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
特
異
な
点
は
あ
る
が
尚
方
官

爵
で
製
作
し
た
こ
と
の
明
ら
か
な
中
国
鏡
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
も
た
ら
し
、
こ
こ
に
埋
め
た
の
か
は
よ
く
知
り
得
な
い
が
、
恐
ら
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

楽
浪
郡
を
経
て
手
に
い
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
特
異
な
形
態
の
把
頭
飾
は
、
こ
の
一
括
遺
物
の
中
で
も
と
り
わ
け

注
意
を
ひ
く
資
料
で
あ
る
。
筆
者
が
計
測
し
た
際
に
は
、
銃
化
に
よ
る
部
分

的
な
剥
離
や
欠
損
は
あ
る
が
、
全
体
に
遺
存
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
鉄
銃
は
ま
っ
た
く
付
着
し
て
お
ら
ず
、
全
体
が
育
緑
色
の
銃

で
お
お
わ
れ
、
部
分
的
に
黄
色
が
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
四
個
の
馬
形
像
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の
背
・
腹
・
頭
は
黄
緑
色
を
呈
し
、
な
め
ら
か
で
光
沢
が
あ
る
。
こ
の
馬
形

像
は
、
十
字
形
の
把
頭
飾
の
長
軸
と
平
行
で
は
な
く
、
中
心
か
ら
四
方
に
向

っ
て
、
や
や
放
射
状
に
配
置
し
て
い
る
。
方
柱
状
の
突
起
も
本
体
の
十
字
形

と
対
称
で
は
な
く
、
少
し
ね
じ
れ
て
い
て
、
位
置
も
や
や
一
方
に
ず
れ
て
い

る
。
ま
た
方
柱
状
突
起
の
基
部
の
裏
側
、
す
な
わ
ち
、
内
面
の
中
央
部
が

隆
起
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
鋳
造
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ

b
つ
。

　
筆
者
は
そ
の
鋳
造
技
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。
ま
ず
、

馬
形
像
と
方
柱
状
突
起
を
別
々
の
鋳
型
で
鋳
造
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
一
つ

の
鋳
型
に
そ
れ
ぞ
れ
圃
定
す
る
。
そ
こ
に
湯
を
注
入
し
て
十
宇
形
の
枕
状
部

と
張
り
出
し
部
を
鋳
造
す
る
と
同
時
に
、
馬
形
像
と
方
柱
状
突
起
を
も
鋳
接

し
た
と
髪
て
い
る
⑫

　
方
柱
状
突
起
上
部
の
笠
形
に
は
、
四
隅
に
切
込
み
が
あ
る
が
、
中
空
で
は

な
い
。
ま
た
馬
形
像
は
重
量
か
ら
み
て
中
空
と
思
わ
れ
る
が
、
確
実
で
は
な

い
。
把
頭
飾
の
両
端
に
四
個
の
動
物
像
を
つ
け
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
ウ
マ
を

表
現
し
て
い
る
の
は
、
特
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
馬
の
形
態
そ

の
も
の
は
、
さ
ほ
ど
リ
ア
ル
で
は
な
い
が
、
永
川
漁
隠
洞
の
馬
形
飾
と
似
て
、

立
体
的
な
表
現
で
あ
り
、
四
つ
の
脚
が
あ
る
。

　
注
①
　
今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
に
つ
い
て
は
詳
述
す
る
こ
と
が

　
　
　
で
き
な
い
。
楽
浪
郡
治
の
あ
っ
た
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
付
近
の
古
墳
か
ら
は
、
解
放

　
後
、
誌
面
の
中
国
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
後
日
、
朝
鮮
で
発
見
さ
れ
た
鏡
に
つ

　
い
て
論
じ
る
際
に
、
本
鏡
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

②
X
線
撮
影
や
科
学
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
銅
器
の
鋳
造
法
を
知

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
方
法
が
銅
剣
や
銅
鐸
、
あ
る
い
は
鋼
鏡

　
な
ど
に
応
用
さ
れ
れ
ば
、
製
作
技
術
の
不
確
実
な
点
を
、
か
な
り
の
程
度
ま
で

　
明
ら
か
に
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
舞
　
男
轡
O
o
ヰ
窪
ω
層
．
、
切
巴
一
〇
α
q
話
で
プ
ざ
、
．
ぎ
目
冨
司
H
①
震
　
〇
三
器
ω
o

　
切
噌
§
器
。
。
讐
く
9
員
芝
霧
三
昌
σ
q
8
戸
ち
①
ρ
唱
や
嵩
り
～
霜
ρ

　
　
ω
ヨ
［
昏
噂
○
ω
こ
．
、
円
冨
8
①
o
げ
乱
ρ
¢
①
ω
o
隔
夢
。
い
焉
置
3
昌
ω
葺
諦
劃
、
、
貯

　
ω
o
一
曾
8
三
山
〉
苫
ゴ
p
8
一
〇
σ
q
団
「
即
円
b
d
二
F
閻
畠
二
寓
p
ω
。
。
8
ゲ
目
器
窪
ω
”
邑

　
ピ
。
巳
8
「
お
コ
”
℃
㍗
。
。
鱒
～
綬
・

型
式
分
類
と
地
域
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
節
で
は
、
細
形
短
剣
に
伴
う
把
頭
飾
の
型
式
分
類
を
行
い
、
そ
の
系
統

と
地
域
性
を
開
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　
良
算
勘
例
の
よ
う
な
、
動
物
を
形
ど
っ
た
把
頭
飾
は
、
日
本
や
韓
国
で
、

近
年
、
数
例
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
の
把
頭

飾
は
、
細
形
短
剣
を
出
土
す
る
地
域
の
把
頭
飾
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置

に
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

　
細
形
短
剣
分
布
地
域
の
把
頭
飾
に
は
、
石
製
・
隈
石
製
・
被
銅
石
製
・
銅

製
・
土
製
の
遺
存
例
が
あ
る
。
土
製
の
把
頭
飾
は
、
朝
鮮
南
部
で
、
解
放
後
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に
二
例
齢
土
し
て
い
る
が
・
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
愚
身
に
伴
・
た
の
か

明
ら
か
で
は
な
い
。
闘
争
に
用
い
る
実
用
的
な
武
器
の
把
頭
飾
と
し
て
使
用

し
た
と
は
考
え
難
く
、
む
し
ろ
、
銅
製
贔
を
模
倣
し
た
非
実
用
晶
で
あ
っ
て
、

呪
術
か
祭
祀
に
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
さ
て
、
把
頭
飾
は
、
従
来
、
銅
剣
・
鉄
剣
・
磨
製
石
剣
の
把
頭
飾
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

使
用
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
銅
剣
・
鉄
剣
に
着
装
し
て
い
た

例
は
あ
る
が
、
磨
製
石
剣
に
着
装
し
た
ま
ま
で
出
土
し
た
と
い
う
確
か
な
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
磨
製
石
剣
の
把
頭
飾
と
し
て
は
、
有
柄
式
石

剣
に
扁
平
な
円
板
状
の
飾
り
を
付
加
し
た
一
例
が
、
知
ら
れ
て
い
た
だ
け
で

醤蝦《
湖義謬辱∠
　　ヤゲ　
　0　　　　　　5α負
　ト「…「一一ニ＝」

　　　　　　図6　土製把頭飾
左　全茸雲北里（r韓国支石墓研究』による）

右　大耶山導洞（r古文化』5・6合輯による）

　　（端は縮尺不明）

あ
る
。
近
年
、
金
海
付
近
で
、
こ
れ
に
類
似
し
た
例
が
出
土
し
て
い
る
が
、

磨
製
石
剣
に
伴
う
確
実
な
把
頭
飾
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
、
こ
の
二
例
が
あ

　
　
　
　
　
⑥

る
に
す
ぎ
な
い
。
金
属
製
の
剣
を
持
て
な
い
か
ら
石
で
剣
身
を
作
っ
た
と
す

る
と
、
把
頭
飾
に
鋼
を
使
用
し
た
と
い
う
の
は
少
し
考
え
難
い
こ
と
で
あ
る
。

銅
剣
・
鉄
剣
の
剣
劇
は
中
央
の
膨
ん
だ
長
鼓
胴
形
で
あ
る
が
、
有
柄
磨
製
石

剣
の
剣
把
は
逆
に
中
央
が
窪
ん
だ
形
態
で
あ
る
。
更
に
ま
た
磨
製
石
剣
と
分

離
式
の
把
頭
飾
と
は
、
未
だ
伴
出
し
た
例
が
な
い
。
金
属
製
の
剣
と
石
剣
と

で
は
、
把
頭
飾
に
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
銅
剣
・
鉄
剣
に
使
用

し
た
把
頭
飾
を
磨
製
石
剣
に
も
用
い
た
、
と
す
る
従
来
の
見
解
に
は
再
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
把
頭
飾
の
分
類
は
、
ま
ず
零
本
亀
次
郎
氏
の
四
分
類
に
始
ま
り
、
藤
田
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

策
・
梅
原
末
治
氏
に
よ
る
三
類
一
〇
式
、
秋
山
進
午
氏
の
四
分
類
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
み
な
、
遼
寧
か
ら
北
九
州
に
至
る
広
範
な
地
域
の
招
頭
飾
り
を
、

一
律
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
細
形
短
剣
に
伴
う
把
頭
飾
の
分
類
と

し
て
は
、
各
々
、
少
し
ず
つ
不
要
な
個
所
が
あ
る
。
秋
山
氏
の
例
で
い
え
ば
、

1
式
剣
把
頭
は
朝
鮮
で
は
発
見
さ
れ
ず
遼
寧
地
方
で
の
み
発
児
さ
れ
る
の
に
、

盈
式
剣
纏
頭
は
遼
寧
で
の
出
土
は
わ
ず
か
に
二
例
だ
け
で
あ
り
、
朝
鮮
で
の

出
土
例
が
最
も
多
く
、
日
本
の
対
馬
で
の
出
土
例
が
四
例
で
あ
る
。
逆
に
、

W
式
剣
三
頭
は
朝
鮮
で
の
み
発
見
さ
れ
、
い
ま
だ
遼
寧
と
日
本
と
で
の
発
見

例
は
な
い
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
細
形
短
剣
に
伴
う
把
頭
飾
の
み
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を
遼
寧
式
や
オ
ル
ド
ス
式
短
剣
の
把
頭
飾
と
は
測
個
に
分
類

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
細
形
短
剣
把
頭
飾
の
型
式
分
類

　
A
I
型
式
（
図
7
の
一
・
2
）

　
　
中
央
が
窪
み
、
両
端
が
丸
く
膨
ら
ん
だ
枕
の
よ
う
な
形

　
を
し
た
も
の
で
　
石
製
品
に
限
る
・

　
A
丑
型
式
（
図
7
の
3
・
4
）

　
　
一
事
の
中
央
部
に
方
台
形
の
張
り
出
し
を
つ
け
、
平
面

　
形
で
み
る
と
十
字
形
を
な
す
も
の
で
、
石
製
品
と
銅
製
品

　
が
あ
る
。

　
A
皿
型
式
（
図
7
の
5
・
6
）

　
　
十
字
形
の
中
央
部
に
方
柱
状
の
突
起
を
垂
直
に
つ
け
た

　
も
の
で
、
石
製
品
・
銅
製
品
・
土
製
口
㎜
が
あ
る
。

　
A
W
型
式
（
図
7
の
7
・
8
・
9
）

　
　
十
字
形
で
、
方
経
状
突
起
を
も
ち
、
更
に
、
枕
形
の
両

　
端
、
あ
る
い
は
上
部
に
動
物
像
を
つ
け
た
銅
製
品
で
あ
る
。

　
他
に
、
上
記
の
四
型
式
と
は
系
統
を
や
や
異
に
す
る
、
二

　
型
式
の
把
頭
飾
が
あ
る
。

　
B
I
型
式
（
図
7
の
1
3
・
1
4
）

　
　
従
来
、
触
角
式
と
呼
称
し
て
い
た
抱
頭
飾
の
中
で
、
拙
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図7　推頭飾・短剣集成図

筐
　
榊

　
　
肱

　ヘミぐ。瀟㌶

廊

・
1
4
は
切
r
1
5
・
1
6
・
1
7
・
1
8
は
目
口
℃
A
は
遼
蟹
系
で
B

は
オ
ル
ド
ス
系
の
把
頭
飾
で
あ
る
。
1
0
・
1
1
・
1
2
は
細
形
短
剣

の
分
布
し
な
い
地
域
で
出
土
し
た
B
式
の
祖
型
ま
た
は
先
行
型

式
で
あ
る
。

131415

Yこブv、

罵

∠≧鴛｝．．

16

17

18

撃＠》
晦

（
図
7
の
説
明
）

1
、
ソ
ウ
ル
市
域
東
区
上
一
洞

3
、
黄
海
北
道
黄
州
郡
黒
橋
里

5
、
平
安
南
道
台
城
里
1
0
号
墳

7
、
対
馬
三
根
【
シ
ゲ
ノ
ダ
ン

9
、
慶
尚
南
道
金
海
郡
良
洞
羅

1
1
、
河
比
省
懐
来
県
北
辛
墓

1
3
、
佐
賀
県
唐
津
市
柏
崎

1
5
、
対
馬
三
根
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン

ー
7
、
大
邸
市
西
区
飛
山
洞

　
1
・
2
は
〉
ご
3
・
4
は
》
罫

　
2
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
夫
租
蔵
君
墓

　
4
、
大
邸
市
東
区
晩
村
洞

　
6
、
伝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
・
黄
漢
氏
旧
蔵

　
8
、
伝
公
理
・
墨
田
大
学
蔵

　
1
0
、
ア
ル
タ
イ
・
ク
ム
ル
ツ
ク
古
墳

　
1
2
、
遼
寧
省
西
豊
県
西
含
溝

　
1
4
、
大
英
博
物
館
蔵
　
　
　
　
　
．
－

　
1
6
、
対
馬
三
根
サ
カ
ド
ゥ

　
一
8
、
伝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
出
土
　
．
　
，
，
二
h
，
，

5
・
6
は
〉
扇
讐
7
・
8
・
9
は
〉
賓
吻
1
3 　

以
下
、
各
型
式
の
把
頭
飾
に
つ

三
身
。
把
。
鞘
な
ど
を
伴
出
し
た
例
を
中
心
に
み
て
ゆ
こ
う
。

　
A
I
心
素
頭
飾
伴
出
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
1
》
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
楽
浪
区
域
貞
柏
洞
夫
租
簾
君
墓
（
図
7
の
2
）

頭
飾
か
ら
鍾
ま
で
を
同
鋳
に
も
た
銅
製
品
で
あ
る
。

B
∬
型
式
（
図
7
の
1
5
・
1
6
・
1
7
・
1
8
）

　
把
頭
飾
と
摺
一
部
の
別
れ
た
分
離
式
で
、
銅
の
み
で
作

っ
て
い
る
。
背
中
合
せ
で
互
い
に
振
り
返
っ
て
向
き
合
っ

た
二
羽
の
鳥
を
、
写
実
的
に
表
現
し
た
も
の
と
、
そ
れ
が

便
化
し
た
も
の
と
が
あ
る
。

　
以
上
の
六
型
式
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
抱

頭
飾
は
、
遊
離
遺
物
と
し
て
単
独
に
出
土
し
た
場
合
が
多

い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
剣
身
・
把
・
鞘
を
伴
っ
た
か
が

不
明
な
例
が
多
い
。
そ
の
上
、
発
見
地
の
所
伝
に
も
不
確

実
な
も
の
が
多
く
、
遺
物
の
多
い
割
合
に
は
、
分
布
や
出

土
数
の
資
料
と
し
て
使
用
で
き
る
例
は
、
ご
く
限
ら
れ
て

い
る
の
が
突
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
い
て
、
セ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
得
る
よ
う
な
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金海良洞里出土遺物について　（岡内）

　
銅
剣
身
・
鐸
金
具
・
鞘
金
具
を
伴
っ
て
お
り
、
朝
鮮
北
部
の
剣
制
を
み
る

の
に
好
個
の
例
と
い
え
よ
う
。
他
に
銅
矛
・
鉄
製
長
剣
身
・
鉄
刀
な
ど
、
多

く
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
鞘
金
具
は
、
三
角
形
で
透
し
の
あ
る
金
具
三

個
と
、
無
文
で
中
央
に
突
起
帯
を
め
ぐ
ら
し
た
金
具
一
個
が
あ
り
、
鐸
金
具

は
、
断
面
杏
仁
形
で
、
側
面
は
台
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
金
具
を
着
装
し
た

実
例
と
し
て
は
、
黄
襖
氏
旧
蔵
品
が
あ
る
。
把
頭
飾
は
、
青
緑
色
の
す
じ
が

は
し
っ
た
堅
い
石
で
作
っ
て
い
て
、
典
型
的
な
1
式
把
頭
飾
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
2
、
ソ
ウ
ル
市
城
東
区
上
一
洞
（
図
7
の
一
）

　
細
形
銅
剣
身
を
伴
っ
て
い
る
。
工
事
中
に
出
土
し
た
が
、
他
の
伴
出
遺
物

や
明
確
な
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
把
頭
飾
は
黒
灰
色
を
し
た

赤
磁
鉄
鉱
石
製
で
、
稜
が
あ
り
、
断
面
六
角
形
を
呈
す
る
。

　
A
豆
式
把
頭
飾
伴
出
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
1
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
楽
浪
区
域
石
岩
里

　
一
九
六
二
年
に
発
見
し
、
腐
っ
た
板
の
痕
跡
が
あ
る
土
壊
内
か
ら
、
多
く

の
遣
物
が
出
土
し
た
。
細
形
銅
剣
身
。
把
握
部
・
把
頭
飾
は
着
装
し
た
ま
ま

の
状
態
で
出
土
し
た
が
、
鐸
と
鞘
金
具
は
遺
存
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

把
握
部
は
、
表
面
に
穀
粒
文
を
施
し
、
中
央
部
の
膨
ら
ん
だ
長
鼓
胴
形
で
あ

る
。
図
は
な
い
が
、
朝
鮮
北
部
に
普
通
に
み
る
型
式
で
、
近
年
、
貞
柏
洞
で

も
銅
剣
身
・
伴
出
し
て
い
％
把
頭
飾
は
・
十
六
．
五
㎝
で
・
枕
形
の
上
面

に
は
文
様
が
な
い
。

2
・
慶
尚
北
道
大
邸
市
西
区
飛
山
勢
。
．
二
図
8
）

　
一
九
五
六
年
に
発
見
し
た
一
括
遺
物
中
の
、
セ
ッ
ト
を
な
す
細
形
銅
剣
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
把
握
部
が
遺
存
し
て
い

騰轟灘欝霧鐘マ遷響
図8　大難飛山洞発見の銅剣身・装具
　　　（r叢叢美術展』による）

な
い
だ
け
で
、
他
の
付
属
金
具

は
残
っ
て
お
り
、
A
I
式
把
頭

飾
を
伴
う
剣
制
の
原
形
を
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鞘
金
具

は
、
三
個
の
楕
円
形
銅
環
と
、

一
個
の
鞘
尻
金
具
と
が
遺
存
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鞘
金
具

は
、
解
放
後
に
類
例
を
知
る
よ
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う
に
な
っ
た
型
式
で
あ
り
、
朝
鮮
南
部
で
の
み
出
土
し
て
い
る
、
饗
金
具
は
、

楕
円
形
で
長
径
七
．
三
選
・
禦
霧
短
径
五
週
中
〉
五
㎝
を
は
か
り
、
外
部
側
面
に

は
上
か
ら
下
に
斜
線
を
ひ
き
、
．
．
そ
の
闘
を
平
行
線
と
連
続
山
形
文
で
贋
め
て

い
る
。
鐸
金
具
に
幾
何
学
的
な
文
様
を
つ
け
る
の
も
、
朝
鮮
南
部
の
鐸
金
具

に
み
る
特
徴
で
、
・
れ
ま
痛
愛
と
と
も
に
、
解
放
後
事
例
が
出
土
し

て
い
る
。
他
に
鍾
金
具
と
剣
身
と
め
間
に
嵌
装
し
、
鋼
と
し
て
の
役
割
を
果

し
た
と
推
測
で
き
る
金
具
が
馨
り
、
・
．
長
径
三
・
七
c
m
、
短
径
二
・
六
㎝
、
高

さ
エ
・
〇
三
。
田
で
あ
る
。
文
様
分
有
無
を
判
別
で
き
な
い
が
、
他
の
朝
鮮
南

部
出
土
例
が
す
べ
て
文
様
を
施
し
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
本
例
も
幾
何
解
文

を
配
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
把
頭
飾
は
中
央
部
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
方

形
張
り
出
し
の
あ
る
A
皿
式
と
推
測
で
き
る
。
枕
形
の
座
右
側
面
に
小
突
起

を
設
け
て
い
る
．
の
は
、
大
郵
晩
村
洞
例
と
類
似
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
3
、
慶
尚
北
道
大
郵
市
東
区
晩
村
洞
（
図
7
の
4
）

　
一
九
六
六
年
に
、
中
広
銅
父
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
一
括
遺
物
で
あ
る
。

細
形
銅
剣
身
三
口
・
鞘
金
具
四
個
・
鐸
金
具
一
個
が
把
頭
飾
一
個
と
伴
出
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
剣
身
に
は
二
型
式
が
あ
り
、
把
頭
飾
と
鞄
金
具
な
ど

を
、
ど
め
型
式
の
剣
身
に
組
み
舎
わ
せ
て
い
た
か
は
不
規
で
あ
る
。
鐸
金
具

は
、
半
ば
以
上
を
欠
失
し
て
い
る
。
・
鞘
金
具
と
し
て
は
、
木
室
の
中
央
部
に

蝦
照
し
た
三
偲
の
楕
円
形
銅
牌
と
、
鞘
尻
金
具
と
が
あ
る
。
鞘
尻
金
具
は
完

形
を
保
っ
て
お
り
、
大
邸
飛
山
洞
∵
伝
金
海
・
対
馬
唐
騎
な
ど
の
発
見
例
と

同
じ
型
式
で
あ
る
。
把
頭
飾
は
半
ば
以
上
を
欠
乏
し
て
い
る
が
、
縦
四
㎝
、

横
難
・
四
㎝
．
で
あ
り
、
内
部
が
中
空
の
銅
製
晶
で
あ
る
。
陣
形
の
上
面
に
は

八
稜
を
も
つ
凹
溝
が
あ
り
、
枕
形
左
右
の
側
面
に
は
こ
ぶ
状
の
小
突
起
が
あ

る
。
方
形
の
張
り
出
し
が
中
央
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
お
り
、
A
I
式
掘
頭
飾

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

A
皿
式
把
頭
飾
伴
拙
例

　
　
　
　
　
　
“
㌧
戦
姦
　
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
1
、
平
安
南
道
江
、
西
郡
台
城
里
一
〇
号
墓
西
棺
（
図
7
の
5
）

　
一
九
五
七
年
に
、
台
城
詰
古
墳
釜
中
の
土
城
墓
か
ら
、
車
馬
具
な
ど
多
数

の
遺
物
と
と
も
に
、
細
形
短
剣
が
出
土
し
た
。
八
号
墓
と
一
〇
号
墓
西
棺
か

ら
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
細
形
短
剣
が
付
属
品
を
着
装
し
た
ま
ま
の
状
態

で
出
土
し
て
い
る
。
｝
○
号
忍
声
棺
出
土
の
銅
剣
身
は
、
漆
塗
り
の
木
靹
に

入
っ
て
い
た
。
鞘
は
、
数
個
所
で
隆
起
し
た
形
態
で
、
あ
る
い
は
透
し
入
り

幾
何
学
図
文
の
金
具
を
模
倣
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
鐸
は
、
木
製
品

と
そ
れ
を
包
む
金
具
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
実
測
図
に
よ
る
と
、
鐸
の
木

製
品
は
、
木
製
の
鋼
と
木
製
の
把
握
部
の
上
に
嵌
凝
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

把
頭
飾
は
青
鋼
製
で
仙
窟
六
・
五
㎝
、
横
三
・
七
c
田
、
高
さ
四
㎝
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
一
緒
に
、
長
さ
三
㎝
、
幅
二
・
二
㎝
、
厚
さ
○
・
一
二
㎝
の
銅
製

品
が
伴
出
し
て
い
る
。
報
告
者
は
、
こ
れ
を
、
剣
の
ひ
も
に
と
り
付
け
る
金

具
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
他
に
類
例
を
知
ら
な
い
が
、
参

考
ま
で
に
記
も
て
お
く
。
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金海良洞里出土遺物について　（岡内）

　
　
角
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
2
、
伝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
埴
土
・
黄
心
懸
旧
蔵
品
（
図
7
の
6
）

　
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
付
近
の
出
土
と
い
う
が
、
遊
離
遺
物
で
あ
る
か
ら
、
伴
繊
遺

物
な
ど
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鞘
・
鉄
剣
身
・
鍬
・
練
・
把
・
把
頭
飾

の
遺
存
す
る
完
好
な
例
で
あ
る
。
鞘
の
木
室
と
、
こ
れ
に
嵌
装
し
た
透
し
入

り
幾
何
学
文
鞘
金
具
が
す
べ
て
遺
存
し
て
い
て
、
そ
の
着
装
状
態
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
鞘
金
具
に
は
、
三
角
形
の
透
し
と
、
小
さ
な
斜
格
子
の
文
様

を
施
し
た
も
の
と
、
無
文
の
金
具
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
幾
何
学
文
様
を
も

つ
鞘
金
具
は
、
朝
鮮
北
部
に
発
見
例
の
多
い
地
域
的
特
色
を
帯
び
た
型
式
で

あ
る
。
靹
の
全
長
は
三
三
・
一
㎝
で
、
短
剣
の
鞘
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
長
さ

で
あ
る
が
、
幅
が
異
常
に
大
き
く
、
鞘
口
で
一
二
・
六
㎝
、
鞘
尻
で
＝
丁

七
五
㎜
を
は
か
る
。
鉄
剣
身
の
基
部
に
は
鍮
状
の
装
置
が
あ
り
、
そ
の
上
を

絹
紐
で
ま
き
、
鳥
更
に
漆
を
か
け
て
い
る
。
鐸
は
、
劇
画
杏
仁
形
の
木
製
贔
を

舞
金
具
で
包
ん
で
い
る
。
掘
握
部
は
木
製
で
、
表
面
に
漆
を
か
け
、
長
軸
に

平
行
し
て
七
条
の
溝
が
の
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
掘
幹
部
は
、
把
頭
側
が
小
さ

く
鐸
側
を
大
き
く
し
て
、
中
央
部
が
膨
ら
む
長
野
星
形
と
し
、
握
る
の
に
都

合
よ
く
作
っ
て
い
る
。
把
頭
側
の
先
端
に
、
方
形
の
造
り
出
し
が
な
い
の
は
、

木
製
贔
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
把
頭
側
の
先
端
で
断
面
楕
円
形
の
中
央

部
に
、
鉄
の
先
端
が
突
出
し
て
い
る
。
報
告
者
は
、
こ
れ
を
剣
身
か
ら
続
い

て
把
握
部
を
貫
き
通
し
た
茎
の
末
端
と
み
て
い
る
。
細
形
鋼
剣
に
伴
う
細
形

鉄
剣
の
茎
は
短
い
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
夫
租
蔑
細
評
な
ど
の
よ
う
に
茎
の

長
い
傍
も
み
る
の
で
、
報
借
者
に
従
っ
て
鉛
き
た
い
ひ
把
頭
飾
は
㌔
中
央
灘

に
絹
紐
が
遺
存
し
て
い
る
か
ら
、
把
頭
の
鎧
装
錦
部
に
結
縛
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
方
柱
状
突
起
は
、
十
字
形
に
平
行
し
た
左
右
対
称
の
位
田
で
は
な
く
や

や
ね
じ
れ
て
つ
い
て
い
る
。

　
A
y
式
把
頭
飾
伴
出
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
1
、
崇
田
大
学
所
蔵
晶
（
図
版
n
－
4
・
5
、
図
7
の
8
）

　
最
近
に
な
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
遺
物

で
、
恐
ら
く
、
解
放
後
に
朝
鮮
南
部
で
発
見
し
た
も
の
と
考
え
る
。
方
柱
状

突
起
を
も
っ
た
十
字
形
の
枕
状
部
を
鳥
形
像
に
作
っ
て
い
る
。
現
在
、
方
柱

状
突
起
の
半
ば
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
そ
の
全
形
を
ほ
ぼ
復
原
で
き
る
。
四

隅
に
切
込
み
を
つ
け
、
内
部
を
中
空
に
作
っ
て
い
る
。
鳥
形
像
は
背
中
合
せ

で
、
各
々
、
外
側
を
向
い
て
い
る
。
頭
を
や
や
つ
き
出
し
、
頸
は
細
い
が
強

く
曲
げ
て
お
り
、
胸
は
ふ
く
ら
ん
で
い
て
、
丸
い
胴
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

全
体
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
カ
モ
や
ガ
ソ
な
ど
の
水
禽
が
湖
上
に
た
だ
よ
う

様
子
を
裏
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
頭
に
は
、
丸
く
突
出
し
た
目
と

噺
を
表
現
し
、
嚇
と
頭
頂
部
の
間
に
は
横
に
三
条
の
刻
々
を
ひ
い
て
い
る
。

胴
に
は
二
条
の
刻
線
を
め
ぐ
ら
し
、
こ
れ
に
平
行
す
る
数
条
の
沈
線
を
刻
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
羽
根
ま
た
は
翼
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

崇
田
大
学
博
物
館
に
は
、
剣
玉
の
破
片
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
繊
土

地
不
詳
で
あ
る
が
ふ
把
握
部
表
面
に
は
鋸
歯
文
と
平
行
無
線
文
が
あ
り
、
そ
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⑱

の
先
端
に
は
方
形
の
造
り
出
し
が
つ
い
て
い
る
（
図
版
1
…
4
）
。
本
来
の
完

全
な
形
は
長
鼓
胴
形
を
呈
し
、
墨
金
海
例
（
図
版
H
1
3
）
の
よ
う
に
、
鍾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

金
具
を
同
堕
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
剣
聖
と
把
頭
飾
は
伴
出
し
た
も

の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
朝
鮮
南
部
の
地
域
的
な
特
徴
を
示

す
例
で
あ
る
か
ら
、
併
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

2
・
果
長
箪
下
県
郡
豊
玉
村
佐
保
シ
ゲ
ノ
ダ
鞠
（
図
7
の
7
）

　
一
九
六
七
年
、
偶
然
に
発
見
し
、
鞘
先
状
金
具
・
把
頭
飾
・
錬
金
具
・
異

型
細
形
銅
剣
身
・
鉄
剣
身
な
ど
が
伴
出
し
て
い
る
。
把
頭
飾
は
三
例
出
土
し
、

そ
の
う
ち
二
例
は
十
字
形
の
上
面
に
く
ま
な
く
穀
粒
文
を
鋳
出
し
た
A
無
式

で
、
他
の
一
例
が
こ
こ
で
扱
う
A
W
式
把
頭
飾
で
あ
る
。
A
挙
式
把
頭
飾
は
、

縦
一
一
・
六
。
田
、
高
さ
五
・
一
㎝
で
あ
る
。
方
柱
状
突
起
は
中
空
で
、
四
隅

に
切
込
み
が
あ
り
、
中
に
は
小
石
態
入
れ
て
丸
と
し
、
鈴
の
役
割
を
果
し
て

い
る
。
枕
形
の
両
端
に
は
二
欄
の
動
物
像
を
つ
け
、
胴
と
み
ら
れ
る
枕
形
の

一
側
面
に
縦
に
三
条
の
刻
線
を
ひ
き
、
頭
に
は
数
条
の
刻
線
を
つ
け
、
頭
頂

部
に
は
二
個
の
耳
の
よ
う
な
小
突
起
が
あ
る
。
屈
曲
し
た
長
い
頸
や
丸
味
の

あ
る
胴
、
胴
や
頭
の
新
線
な
ど
は
、
崇
田
大
学
所
蔵
品
の
鳥
形
像
と
類
似
す

る
点
が
多
い
。
更
に
金
海
良
洞
里
の
馬
形
像
と
比
較
し
て
も
、
ウ
マ
と
い
う

よ
り
は
鳥
に
近
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
鳥
を
か
た
ど
っ
た
像
と
考
え
る
。
頭

頂
部
の
小
突
起
が
確
か
に
獣
類
の
耳
で
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る
が
、
コ
ウ
ラ
イ

キ
ジ
や
ミ
ミ
ズ
ク
な
ど
、
鳥
類
に
も
突
起
し
た
耳
の
よ
う
な
羽
が
あ
る
。
そ

う
し
た
鳥
の
耳
垂
を
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
を
、
考
慮

し
て
お
き
た
い
。
報
告
湿
た
ち
は
、
こ
の
遺
物
を
、
朝
鮮
か
ら
の
将
来
品
と

み
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
た
踵
金
具
に
は
文
様
が
な
く
、
伴
出
し
た
短
剣
は

三
～
五
口
の
鉄
剣
身
と
一
口
の
異
型
細
形
銅
剣
身
で
あ
る
。
対
馬
で
は
、
剣

に
把
頭
飾
を
着
装
し
た
状
態
で
出
土
し
た
例
が
な
い
う
え
に
、
朝
鮮
南
部
で

も
A
N
式
把
頭
飾
は
、
未
だ
把
に
着
装
し
て
出
土
し
た
例
が
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
銅
剣
ま
た
は
鉄
剣
の
ど
れ
か
一
口
に
着
装
し
て
埋
め
て
い
た
と
は
、

考
え
に
く
い
点
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
把
頭
飾
は
、
鞘
先
状
金
具
・
異
型
銅

剣
身
・
鉄
剣
身
・
馬
鐸
な
ど
、
朝
鮮
南
部
の
特
色
を
示
す
遺
物
を
伴
い
、
　
一

方
で
は
、
貨
泉
に
示
さ
れ
る
楽
浪
経
由
の
中
国
製
遣
物
を
伴
っ
て
い
る
。
そ

の
様
相
は
、
金
海
雪
洞
里
で
鉄
剣
身
・
鉄
矛
に
対
し
て
方
格
規
矩
四
神
鏡
が

伴
出
し
て
い
る
の
と
、
酷
似
し
て
い
る
。

　
B
I
式
抱
頭
飾
伴
出
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
1
、
佐
賀
県
唐
津
市
柏
崎
（
図
7
の
1
3
）

　
剣
身
は
一
部
分
欠
失
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
し
得
る
例
で
、
剣

身
と
把
が
同
鋳
に
な
っ
て
い
る
。
梅
原
末
治
氏
に
よ
れ
ば
、
慶
応
大
学
所
蔵

⑳晶
と
事
例
の
拓
影
を
重
ね
る
と
全
く
一
致
す
る
の
で
、
　
「
同
一
箔
か
ら
で
た

兄
弟
の
器
」
と
考
え
得
る
と
い
う
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
把
頭
側
と
鐸

側
を
別
の
鋳
型
で
鋳
造
し
て
接
合
し
た
の
で
は
な
く
、
把
頭
飾
か
ら
騨
ま
で

を
一
つ
の
鋳
型
で
鋳
造
し
た
可
能
性
が
強
い
。
把
が
同
箔
か
と
み
え
る
程
度
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に
ま
で
文
様
や
形
態
が
類
似
し
て
い
る
の
に
、
両
者
の
剣
身
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
形
態
で
あ
る
。
把
が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
剣
身
に
差
異
が
あ
る
の
は
、

以
下
の
二
つ
の
異
な
っ
た
方
法
の
ど
ち
ら
か
が
と
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
剣
身
と
把
を
一
つ
の
鋳
型
に
彫
り
こ
み
、
一
度
に
鋳
造
し
た

と
す
れ
ば
、
鋳
造
後
の
研
磨
に
よ
っ
て
の
み
剣
身
に
差
異
が
生
じ
る
。
逆
に

研
磨
に
よ
ら
ず
に
護
身
に
差
異
が
生
じ
る
場
合
は
、
報
身
の
鋳
型
の
み
が
異

な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
細
形
銅
剣
身
は
、
鋳
造
後
の
整
形
と
刃
を
つ
け

る
た
め
に
研
磨
し
て
お
り
、
鋳
型
に
接
し
た
も
と
の
面
は
殆
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
た
め
、
未
だ
に
同
門
…
例
を
見
出
し
得
な
い
で
い
る
。
本
題
も
鋳
造
後
の

仕
上
げ
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
剣
身
基
部
の
刃
つ
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

慶
応
例
で
も
基
部
の
刃
つ
け
を
施
し
て
い
な
い
か
ら
、
両
者
は
基
部
に
関
し

て
は
さ
ほ
ど
の
研
ぎ
べ
り
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
剣

身
基
部
の
差
異
は
、
鋳
型
の
相
違
に
基
く
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
剣
身
全
体

の
差
異
は
、
鋳
型
の
相
違
に
加
え
て
鋳
造
後
の
研
磨
に
よ
る
点
も
大
き
い
。

形
態
と
用
語
の
上
で
は
、
同
じ
同
鋳
の
短
剣
で
も
、
製
作
技
術
の
点
で
、

向
津
具
や
三
雲
の
例
と
は
や
や
異
な
る
同
鋳
の
短
剣
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。　
2
、
大
英
博
物
館
所
蔵
品
（
図
7
の
1
4
）

　
こ
の
六
呂
に
は
織
物
の
圧
痕
が
の
こ
っ
て
お
り
、
柏
崎
出
土
の
把
に
も
織

物
の
蕉
痕
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
型
式
の
剣
把
に
は
紐
の
よ
う
な
も

の
を
巻
き
つ
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
身
は
、
把
と
剣
身
を
同
鋳
に
し
た

後
に
刃
つ
け
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
三
雲
例
に
似
て
い
る
。
細
形
銅
剣

身
の
中
で
、
関
の
上
都
で
刃
つ
け
が
終
り
、
関
が
少
し
突
出
し
た
例
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
本
流
か
ら
み
て
、
剣
身
と
把
を
組
み
合
せ
た
後
で
剣
身
に
刃
つ
け

を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
関
以
下
、
茎
に
ま
で
刃
を
つ
け
た
銅
剣
身
と
で

は
、
刃
つ
け
の
意
識
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
例
と
近
着
発
見
酷
・
慶
応
大
学

所
蔵
品
の
三
例
は
、
剣
身
の
形
態
こ
そ
異
な
っ
て
い
る
が
、
掘
は
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
⑳

　
遼
寧
西
含
溝
例
（
図
7
の
1
2
）
と
異
な
る
の
は
、
把
握
部
が
中
央
で
上
下

に
分
れ
る
こ
と
と
、
鐸
の
両
端
に
双
面
を
も
つ
点
で
あ
る
。
把
握
部
は
、
把

頭
側
の
幅
が
や
や
広
い
た
め
、
中
央
で
少
し
段
を
な
し
て
い
る
。
上
例
は
、

把
頭
飾
か
ら
輝
ま
で
を
同
心
に
し
た
西
盆
溝
例
と
、
把
頭
飾
が
分
離
し
た
対

馬
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ソ
例
な
ど
と
の
中
間
に
位
置
す
る
。
B
I
式
把
頭
飾
は
、

朝
鮮
で
の
明
ら
か
な
出
土
例
が
な
く
発
見
数
も
少
な
い
の
で
、
細
形
短
剣
の

把
と
し
て
は
あ
ま
り
盛
行
を
み
な
い
で
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
B
H
式
把
頭
飾
伴
出
例

、
・
呆
．
長
崎
県
上
県
郡
峯
村
三
根
タ
カ
マ
ッ
ノ
ダ
矯
（
図
7
の
1
5
）

　
一
九
五
四
年
に
、
箱
式
石
棺
の
中
か
ら
、
細
形
銅
剣
身
一
口
・
鍾
金
具
一

個
・
彷
製
鏡
二
面
と
と
も
に
、
把
頭
飾
が
出
土
し
た
。
鍾
は
半
ば
以
上
を
下

血
し
て
い
る
が
、
な
お
、
内
面
に
黒
色
樹
脂
が
付
着
し
て
い
る
。
鍾
も
把
頭
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飾
も
把
握
部
と
同
書
に
し
て
お
ら
ず
、
分
離
式
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
把

頭
飾
の
把
握
部
側
に
は
、
断
面
楕
円
形
の
造
り
出
し
が
あ
り
、
長
径
二
㎝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

短
径
一
・
四
㎝
の
孔
を
あ
け
て
い
る
。
対
馬
サ
カ
ド
ウ
例
（
図
7
の
！
6
）
で

は
こ
の
装
置
が
な
く
、
更
に
便
化
し
た
分
離
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

遼
寧
西
盆
溝
の
同
珊
々
か
ら
柏
崎
の
同
鋳
式
に
変
化
し
、
更
に
本
例
の
よ
う

な
分
離
式
に
移
行
し
た
剣
把
の
変
化
過
程
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
元
来
は
、

こ
の
孔
に
把
握
部
の
先
端
を
接
合
し
て
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本

で
は
、
同
筆
の
向
津
具
・
三
雲
・
柏
崎
例
を
除
く
と
、
把
頭
飾
や
剣
身
が
把

握
部
を
伴
出
し
た
例
が
な
く
、
把
握
部
に
把
頭
飾
を
着
装
し
た
原
状
の
ま
ま

で
出
土
し
た
例
も
な
い
。
分
離
式
に
な
っ
た
把
頭
飾
は
、
日
本
で
は
剣
に
着

装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

2
・
慶
尚
北
道
森
市
西
区
飛
跳
ξ
（
図
9
）

　
一
九
五
六
年
八
月
に
偶
然
出
土
し
た
が
、
遺
構
や
伴
出
遺
物
に
つ
い
て
、

未
だ
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
出
土
地
は
、
飛
山
洞
に
あ
る
臥
龍
山
の
斜

面
で
、
粘
板
岩
で
作
っ
た
積
石
の
石
室
か
箱
形
石
棺
か
と
推
測
さ
れ
る
遺
構

か
ら
・
多
く
の
遣
物
が
出
土
し
た
と
い
抽
こ
の
発
見
。
㎜
の
一
部
と
思
わ
れ

る
ま
と
ま
っ
た
遺
物
が
、
李
乗
詰
（
麟
ゆ
閤
8
σ
q
ゐ
げ
Φ
9
氏
の
蒐
集
野
中
に

あ
る
。
半
身
は
細
形
銅
剣
の
典
型
的
な
型
式
で
、
把
頭
飾
の
ほ
か
に
、
鞘
金

具
・
鐸
金
具
・
把
握
部
を
伴
っ
て
い
る
。
把
頭
飾
は
、
二
羽
の
鳥
が
背
中
合

せ
に
な
り
、
互
い
に
首
を
め
ぐ
ら
し
後
を
ふ
り
む
い
て
相
対
し
、
そ
の
噛
を

背
に
つ
け
て
い
る
。
頭
頂
部
は
丸
味
を
も
っ
て
隆
起
し
、
目
の
部
分
が
や
や

窪
み
、
そ
の
嘱
は
少
し
広
が
っ
て
、
丸
味
が
あ
る
。
先
端
の
少
し
広
が
る
噛

を
も
つ
鳥
は
、
水
棲
性
の
ガ
ン
・
カ
モ
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
類
に
多
く
み

る
。
鳥
類
の
把
頭
飾
を
も
つ
剣
は
、
南
ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
一
帯
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

図9大邸飛山劇職見の銅剣身・装具
　　　（r湖巖美術展』による）

て
広
く
分
布
し
て
い
る
（
図
7
の

1
0
）
。
　
そ
れ
は
、
ス
キ
タ
イ
の
ア

キ
ナ
ケ
ス
式
剣
か
ら
発
展
・
変
化

し
、
西
か
ら
東
へ
伝
播
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実

で
あ
る
。
高
度
に
発
達
し
た
動
物

意
匠
の
伝
統
を
も
つ
シ
ベ
リ
ア
で

は
、
把
頭
飾
ば
か
り
で
な
く
、
各
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⑳

種
の
器
具
に
、
鳥
類
を
か
た
ど
っ
た
例
が
多
い
。
本
例
は
、
カ
モ
か
ハ
ク
チ

ョ
ウ
に
類
す
る
水
禽
を
表
現
し
て
い
る
。
写
真
を
み
て
い
る
と
、
水
辺
で
カ

モ
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
が
毛
づ
く
ろ
い
を
し
て
い
る
様
子
を
思
い
出
す
。
製
作

者
は
恐
ら
く
河
川
や
湖
沼
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
者
で
、
水
鳥
の
生
態
を
熟

知
し
て
い
て
こ
の
よ
う
な
姿
に
造
形
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
把
頭
飾
は
、
オ

ル
ド
ス
や
ス
キ
タ
イ
の
同
鋳
式
と
は
異
な
り
、
剣
身
・
把
握
部
・
把
頭
飾
を

組
み
立
て
る
分
離
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
、
細
形
短
剣
に
伴
う
鳥
形

把
頭
飾
の
地
域
的
な
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
把
握
部
と
掘
頭
飾
は
、
中
間
に

撲
賢
台
を
介
さ
ず
・
直
接
に
書
し
て
馳
・

　
把
握
部
は
、
鍾
が
同
鋳
に
な
っ
た
長
鼓
胴
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
で
は
、

把
握
部
の
中
央
と
鍾
金
具
の
一
部
が
は
ず
れ
て
、
三
個
に
分
解
し
て
い
る
。

分
離
し
た
部
品
を
組
み
合
せ
る
把
と
、
掘
握
部
を
鍾
や
把
頭
飾
と
同
鋳
に
し

た
把
と
の
中
間
的
な
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。
鞘
金
具
は
、
鞘
尻
金
具
を
含

め
て
五
個
の
装
具
が
遺
存
し
て
お
り
、
主
に
朝
鮮
南
部
で
出
土
す
る
型
式
で

あ
る
。
B
豆
式
把
頭
飾
の
写
実
的
な
鳥
形
の
型
式
に
も
、
細
形
銅
剣
身
を
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
こ
と
が
本
質
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
車
馬
具
や
環
頭
鉄
刀
な

ど
、
中
国
的
色
彩
を
帯
び
る
も
の
が
、
銅
矛
・
銅
父
と
伴
出
し
た
と
い
う
。

恐
ら
く
、
良
洞
里
や
対
馬
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
例
と
類
似
し
た
遺
物
の
組
成
で
あ
る

と
推
察
し
得
る
。

　
上
髭
の
各
例
や
集
成
図
、
集
成
表
で
み
る
と
、
把
頭
飾
は
、
銅
剣
身
ま
た

は
鉄
剣
身
に
伴
い
、
鐸
金
具
・
把
握
部
・
鞘
金
具
と
伴
出
し
た
例
も
あ
る
。

通
観
す
る
と
、
把
頭
飾
に
は
、
地
域
差
や
伝
世
も
あ
る
が
二
つ
の
系
統
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
、
A
王
・
A
n
。
A
皿
・
A
W
と
B
I
・
B
∬
と
の
順
淳

で
変
化
し
、
そ
の
逆
に
退
化
し
た
の
で
は
な
い
。

　
ま
ず
六
型
式
の
把
頭
飾
の
中
で
、
A
I
式
・
B
I
式
は
、
細
形
短
剣
の
分

布
地
で
発
見
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
で
自
生
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

発
生
地
は
、
遼
寧
・
オ
ル
ド
ス
な
ど
、
よ
り
西
方
の
地
に
求
め
得
る
の
で
あ

る
・
A
－
式
把
頭
暫
・
養
で
は
主
に
中
東
部
に
分
布
す
如
と
い
う
・
朝

鮮
で
は
、
夫
租
一
壷
墓
と
ソ
ウ
ル
上
一
心
出
土
の
二
例
が
あ
り
、
他
に
数
個

遊
離
し
た
単
独
の
発
見
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
遼
寧
－
宝
剣
に
伴
う
秋
山
氏

分
類
の
1
式
壷
掘
頭
は
、
未
だ
に
朝
鮮
で
は
出
土
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
朝
鮮
発
見
の
把
頭
飾
の
中
で
は
、
夫
租
界
君
墓
や
ソ
ウ
ル
上
一
洞
で
出

土
し
た
A
I
式
把
頭
飾
が
最
も
古
い
タ
イ
プ
に
属
し
、
そ
れ
は
、
遼
寧
地
方

の
剣
畿
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
葵
晦
明
ら
か
で
あ
る
・
こ
れ
に
対
し
て
・

B
I
式
把
頭
飾
は
、
遼
寧
・
オ
ル
ド
ス
・
内
蒙
古
か
ら
更
に
シ
ベ
リ
ア
に
ま

で
類
似
し
た
把
頭
飾
が
分
布
す
る
。
ま
ず
、
遼
寧
省
西
盆
溝
で
四
口
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

類
例
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
西
盆
溝
よ
り
も
更
に
西
方
の
河
北
懐
来
（
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

7
の
1
1
）
と
内
蒙
古
和
林
格
爾
で
、
埋
葬
坑
か
ら
出
土
し
た
例
が
あ
る
。

　
こ
の
他
に
、
遊
離
遺
物
で
は
あ
る
が
、
内
蒙
古
や
シ
ベ
リ
ア
に
は
多
く
の
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類
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
頭
飾
を
持
つ
短
剣
が
、
内
蒙
古
や
オ
ル
ド
ス

な
ど
長
城
以
北
の
各
地
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
中
国
や
朝
鮮
に
伝
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
の
オ
ル
ド
ス
系
の
把
頭
飾
は
、
遼
寧
西
含
溝
な
ど
の

中
継
地
を
介
し
て
、
細
形
短
剣
を
使
用
し
て
い
た
人
々
が
手
に
入
れ
た
も
の

と
考
え
る
。
A
I
式
の
把
頭
飾
が
、
遼
寧
式
剣
の
把
頭
飾
に
そ
の
祖
型
を
求

め
得
る
な
ら
ば
、
B
I
式
把
頭
飾
も
ま
た
、
オ
ル
ド
ス
式
、
あ
る
い
は
ア
キ

ナ
ケ
ス
式
短
剣
に
伴
う
把
頭
飾
に
、
そ
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
河
北
夜
来
や
内
蒙
古
和
林
格
爾
の
例
は
、
B
I
霜
風
頭
飾
が

戦
国
初
期
を
遡
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
A
亘
・
A
盟
・
A
W
と
8
H
式
の
把
頭
飾
は
、
遼
寧
や

日
本
の
北
九
州
で
も
発
見
さ
れ
て
は
い
る
が
、
分
布
の
中
心
は
朝
鮮
に
あ
る
。

こ
の
四
型
式
の
把
頭
飾
は
、
ま
さ
し
く
、
細
形
短
剣
の
分
布
地
で
発
生
し
、

細
形
短
剣
と
と
も
に
製
作
・
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
A
I
・
A
斑
・
A
W

・
B
H
式
の
把
頭
飾
は
、
朝
鮮
で
独
自
に
発
展
を
遂
げ
た
型
式
と
い
え
る
。

遼
寧
と
オ
ル
ド
ス
か
ら
系
統
を
異
に
す
る
短
剣
が
伝
わ
り
な
が
ら
、
細
形
短

剣
に
消
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
同
様
に
、
把
頭
飾
も
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
個
性
を

生
か
し
な
が
ら
も
、
細
形
短
剣
の
把
頭
飾
と
し
て
改
変
さ
れ
て
い
く
さ
ま
を

見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
朝
鮮
尉
面
の
把
頭
飾
の
中
に
は
遼
寧
系
と
オ
ル
ド
ス
系
の
相
違
が

あ
り
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
細
形
短
剣
の
把
頭
飾
と
し
て
消
化
し
て

い
っ
た
過
程
を
、
上
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
＝
カ
で
は
細
形

短
剣
の
盛
行
と
と
も
に
、
独
自
の
把
頭
飾
を
製
作
し
始
め
、
次
第
に
地
域
的

な
相
違
を
み
せ
る
に
至
っ
た
。

　
次
に
は
、
把
頭
飾
の
地
域
差
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
A
I
式
把
頭
飾

で
は
、
遼
寧
の
例
が
石
製
品
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
朝
鮮
で
は
石
製
品
と
と

も
に
青
鋼
製
品
を
盛
ん
に
作
る
よ
う
に
な
る
。
A
皿
式
の
把
頭
飾
は
、
細
形

短
剣
に
主
と
し
て
用
い
る
型
式
と
な
っ
て
お
り
、
A
W
式
は
、
A
略
式
と
B

∬
式
を
折
衷
し
た
独
特
の
形
態
で
、
他
の
地
域
に
は
な
い
朝
鮮
独
自
の
把
頭

飾
と
な
っ
て
い
る
。
B
豆
式
も
、
B
I
式
を
も
と
に
し
て
、
細
形
短
剣
の
把

頭
飾
と
し
て
用
い
る
た
め
に
、
内
蒙
古
や
オ
ル
ド
ス
の
例
と
は
異
な
っ
て
分

離
式
に
作
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
細
形
短
剣
を
使
用
し
な
い
地
域
と
の
比
較
で
あ
る
が
、
細
形

短
剣
の
分
布
地
で
も
、
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ル
ド
ス
系
の

把
頭
飾
の
う
ち
、
B
H
式
は
朝
鮮
と
日
本
で
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

写
実
的
な
鳥
形
は
朝
鮮
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
と
大
蚊
で
出
土
し
、
簡
便
化
し
た
鳥

形
は
日
本
の
北
九
州
で
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
方
柱
状
突
起
の
あ
る
十
字

形
の
両
端
に
動
物
像
を
も
つ
A
W
式
は
、
朝
鮮
南
部
と
日
本
の
対
馬
で
出
土

し
て
お
り
、
朝
鮮
北
部
に
は
ま
だ
類
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
細
形
短
剣
の

分
布
地
域
内
に
お
け
る
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
把
頭
飾
の
例
だ
け
で
は
、
少

し
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
細
形
短
剣
に
伴
う
鐸
金
具
・
把
握
部
・
靹
金
具
を
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挙
げ
て
補
い
、
そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
隠
魚
や
把
頭
飾
の
遺
物
が
多
い
の
に
、
鍾
・
把
・
鞘
の
遺
存
例
が
少
な
い

の
は
、
有
機
質
の
材
料
を
用
い
た
こ
と
が
、
主
要
な
原
因
で
あ
る
ら
し
い
。

細
形
銅
剣
身
の
発
見
総
数
約
三
〇
〇
口
の
中
で
推
を
伴
う
例
は
ご
く
少
数
で

あ
る
。
鍾
金
具
は
無
文
と
文
様
の
あ
る
型
式
と
に
分
け
ら
れ
る
。
無
文
の
型

式
は
、
朝
鮮
北
都
と
日
本
の
対
馬
に
類
例
が
多
く
、
朝
鮮
南
部
で
は
済
州
島

　
　
⑲

の
一
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
幾
何
学
的
な
玉
文
の
あ
る
型
式
は
、

大
運
飛
山
洞
・
甘
葛
州
例
な
ど
、
朝
鮮
南
部
で
の
み
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ

に
は
鍬
の
よ
う
な
金
具
を
伴
う
例
が
あ
る
。
把
握
部
は
、
同
鋳
式
と
分
離
式

に
二
大
別
で
き
る
。
同
国
式
と
し
て
は
、
向
津
具
や
三
雲
の
例
が
あ
り
、
尊

邸
飛
由
細
面
。
・
卜
。
と
伝
三
州
・
伝
心
海
の
例
も
含
め
ら
れ
よ
う
。
重
慶
州
や
伝

　
⑳
金
海
の
例
は
総
身
と
同
鋳
で
は
な
い
が
、
抱
握
部
と
輝
を
同
慌
し
て
い
る
点

で
三
雲
の
例
に
近
い
。
ま
た
、
破
片
で
は
あ
る
が
、
把
握
部
の
文
様
か
ら
み

て
、
崇
田
大
学
の
例
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
部

と
鎮
、
あ
る
い
は
剣
身
と
の
同
鋳
は
、
B
I
式
把
頭
飾
を
伴
う
短
剣
に
み
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
細
形
短
剣
に
伴
う
同
面
し
た
把
の
雄
蕊
は
、
B
I
式

把
頭
飾
を
伴
う
短
剣
が
オ
ル
ド
ス
・
遼
寧
か
ら
伝
播
し
た
後
の
時
期
と
考
え

る
。
鐸
を
把
握
部
と
同
鋳
に
し
た
大
邸
飛
山
洞
Z
O
』
例
で
は
、
把
頭
飾
は
B

∬
式
で
あ
り
、
そ
れ
は
B
I
式
把
頭
飾
の
影
響
下
に
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
．

こ
れ
に
対
し
て
、
把
握
部
と
鐸
を
組
み
立
て
て
用
い
る
分
離
式
は
、
朝
鮮
北

　
　
　
　
　
　
　
⑪

部
以
外
で
は
入
室
里
の
一
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
鞘
は
、
r
木
室
を
伴
う
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
が
、
幸
い
鞘
金
具
を
遺
存

し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
鞘
金
具
に
は
、
二
つ
の
型
式
が
あ
り
、
そ
れ
が
地
域

差
を
示
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
幅
の
広
い
金
具
に
透
し
で
幾
何
学
図
文
を
表

わ
し
て
い
る
。
他
の
一
つ
は
、
幅
の
狭
い
楕
円
形
無
文
の
金
具
で
あ
る
。
愛

器
の
違
い
は
、
鞘
尻
金
具
に
強
く
現
わ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
他
の
鞄
金
具

と
あ
ま
り
違
わ
な
い
文
様
と
形
態
の
鞘
尻
金
具
を
用
い
る
の
に
、
後
者
は
、
一

見
し
て
そ
れ
と
わ
か
る
形
態
で
、
鞘
尻
に
の
み
用
い
る
金
具
で
あ
る
。
透
し

入
り
幾
何
学
感
文
を
も
つ
鞘
金
具
は
、
夫
租
巌
君
墓
・
松
山
里
唐
村
・
黄
襖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

氏
三
蔵
口
鮒
・
台
城
里
八
号
墓
・
同
一
〇
号
墓
寝
棺
・
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
貞
文
士
な

ど
、
朝
鮮
北
部
に
集
中
し
て
い
る
。
無
文
の
金
具
は
、
火
邸
晩
村
洞
∵
大
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
、

飛
山
洞
翼
。
μ
・
同
岩
P
卜
。
・
伝
金
海
・
対
馬
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
・
対
馬
唐
騎
な
ど
、

朝
鮮
南
部
と
日
本
の
北
九
州
で
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
把
頭
飾
以
外
の
剣
装
具
で
み
て
も
、
朝
鮮
北
部
と
南
部
の

間
に
地
域
的
な
差
が
あ
り
、
朝
鮮
南
部
と
日
本
の
間
に
親
縁
性
の
強
い
場
合

が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
、
進
行
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
ま
　
　
　
と
　
　
　
め

　
細
形
短
剣
分
布
地
の
把
頭
飾
に
は
、
オ
ル
ド
ス
系
と
遼
寧
系
の
違
い
が
あ

る
。
そ
の
蓋
本
的
な
差
異
は
、
把
頭
飾
の
形
態
に
あ
ら
わ
れ
る
。
次
い
で
、
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掘
頭
飾
の
着
装
法
の
差
と
な
り
、
前
者
は
抱
握
部
に
直
接
つ
け
、
後
者
は
稜

状
の
装
雌
を
介
し
て
慾
望
部
と
結
縛
す
る
。
同
鋳
式
と
分
離
式
は
、
オ
ル
ド

ス
系
・
遼
寧
系
ど
ち
ら
に
も
存
在
す
る
が
、
原
野
と
し
て
、
前
者
は
同
鋳
式
、

後
者
は
分
離
式
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ル
ド
ス
系
の
把
頭
飾
は
す
べ
て

銅
製
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
遼
寧
系
の
把
頭
飾
は
、
石
製
・
鋼
製
・
土
製
と

種
々
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
遼
寧
系
の
把
頭
飾
は
そ
の
出
土
数
が
多
く
、

A
∬
型
式
か
ら
は
銅
製
品
が
出
現
し
、
そ
の
製
作
の
中
心
地
は
朝
鮮
に
移
っ

て
い
る
。
A
贋
型
式
で
は
土
製
品
ま
で
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
型
式
で
盛

行
し
た
の
は
銅
製
品
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
み
て
、
細
形
短
剣
に

伴
う
把
頭
飾
の
主
流
は
遼
寧
系
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
オ
ル
ド
ス
系
と
遼
寧
系
の
掘
頭
飾
は
、
あ
る
期
間
、
併
存
し

て
い
た
と
い
え
る
。
遼
寧
省
西
陣
孤
例
か
ら
み
て
、
前
漢
代
中
葉
頃
に
は
、

オ
ル
ド
ス
系
の
B
I
式
杷
頭
飾
を
朝
鮮
で
も
用
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の

頃
は
、
す
で
に
、
遼
寧
系
の
A
I
・
A
H
・
A
皿
式
の
把
頭
飾
が
存
在
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
A
W
式
と
B
H
式
の
把
頭
飾
は
、
こ
う
し
た
状
勢
の
も

と
に
、
朝
鮮
南
部
で
製
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
、
紹
介
し
た
良
洞
里
発
見
の
四
頭
の
馬
形
…
隊
を
も
つ
抱
頭
飾
は
、
A

W
式
把
頭
飾
の
範
疇
に
属
す
る
型
式
で
あ
る
。
各
型
式
と
比
較
す
る
と
、
把

頭
飾
A
皿
式
と
B
∬
式
の
要
素
を
備
え
も
っ
て
い
る
。
A
W
式
の
方
言
状
突

起
轍
、
A
母
式
把
頭
飾
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
枕
言
の

左
右
両
端
に
動
物
の
像
を
つ
け
る
の
は
、
B
∬
式
把
頭
飾
の
写
実
的
な
鳥
形

装
飾
か
ら
の
彫
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
A
y
式
把
頭
飾
は
、
A
姐
黒
帯

頭
饒
を
主
体
と
し
、
こ
れ
に
B
H
式
把
頭
飾
の
要
素
を
加
え
、
他
の
把
頭
館

よ
り
も
時
期
的
に
遅
れ
て
製
作
し
は
じ
め
た
型
式
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
特
異
な
把
頭
飾
は
、
そ
の
発
見
が
朝
鮮
南
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
南

部
で
製
作
し
、
き
わ
め
て
短
期
隅
、
狭
い
範
囲
で
使
用
し
た
だ
け
で
、
長
く

は
流
行
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
比
量
は
、
か
つ
て
、
朝
鮮
初
期
金
属
器
文
化
の
地
域
差
が
、
北
部
と
南
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
特
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
最
近
、
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
父
を
含
む
朝
鮮
南
部
の
金
属
器
が
、
朝
鮮
北
部

の
金
属
器
と
は
や
や
異
な
る
発
達
を
遂
げ
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
あ
る
。
大
郵
晩
霜
洞
∵
公
邸
飛
山
洞
∵
扶
絵
蓮
花
里
・
三
州
入
室
里
・
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
⑯

州
九
政
里
・
慶
州
坪
墨
・
全
南
大
谷
里
・
金
海
会
蜆
璽
・
伝
金
海
（
図
版
豆

1
2
・
3
）
な
ど
で
は
、
銅
剣
身
が
数
口
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
し

か
も
そ
の
型
式
に
は
、
種
々
の
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
同
一
型
式
の
も

の
だ
け
が
出
土
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
朝
鮮
北
部
で
は
、
　
一
遺
構
か
ら
数

口
の
細
形
銅
剣
が
伴
出
し
た
の
は
、
大
同
美
嚢
里
の
例
が
あ
る
だ
け
で
、
朝

鮮
南
部
と
は
そ
の
あ
り
方
に
違
い
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、

銅
矛
・
煮
乾
な
ど
に
も
み
る
地
域
的
な
特
色
で
あ
り
、
朝
鮮
南
部
で
は
剣
．

矛
・
父
な
ど
の
金
属
器
を
特
定
の
集
団
、
あ
る
い
は
綱
人
が
寡
占
す
る
場
合
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が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
の
初
期
金
属
器
文
化
が
、
あ
る
時
．

期
か
ら
独
自
の
地
域
的
様
相
を
示
し
得
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
日
本
の
北
九
州
は
、
靭
鮮
北
部
と
の
間
に
類
縁
関

係
を
も
ち
な
が
ら
も
、
朝
鮮
南
部
と
の
類
似
点
が
少
な
く
な
い
。
北
九
州
の

柏
崎
や
一
二
雲
で
出
土
し
た
銅
剣
・
対
馬
出
土
の
青
銅
器
な
ど
を
、
覇
鮮
南
部

の
青
銅
器
と
比
較
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
両
者
間
に
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ

る
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
大
邸
飛
山
洞
・
慶
州
入
室
里
・
同
坪
里
・
同
九

政
里
な
ど
の
銅
父
・
銅
矛
は
、
異
型
化
・
長
大
化
の
き
ざ
し
を
み
せ
、
す
で

に
儀
器
化
の
方
向
に
吟
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。
大
回
晩
村
洞
と
伝
朝
鮮
南

　
　
　
　
　
　
　
愈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

部
発
見
の
中
広
鋸
文
・
伝
金
海
出
土
の
広
形
銅
矛
・
伝
金
海
W
先
見
の
異
型
細

　
　
　
＠

形
銅
剣
身
な
ど
は
、
こ
う
し
た
長
大
化
・
異
型
化
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら

長
大
化
・
異
型
化
し
た
銅
矛
や
銅
父
は
、
日
本
の
北
九
州
地
方
で
製
作
し
て
、

灘
南
部
に
逆
輸
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
、
歪
れ
て
い
も
朝
讐

部
で
は
、
未
だ
剣
・
矛
・
文
の
埋
納
遺
跡
を
発
見
し
て
い
な
い
。
日
本
で
は
、

広
鋒
の
矛
や
父
は
、
通
常
埋
納
遺
跡
で
発
見
し
、
共
同
体
の
祭
祀
に
用
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
対
馬
で
は
、
箱
形
石
棺
内
か
ら
広
矛
や
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

型
銅
剣
身
の
出
土
し
た
例
が
あ
る
か
ら
、
朝
鮮
南
部
で
も
広
鋒
の
父
や
矛
が

埋
葬
祉
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
も

初
期
金
属
器
の
あ
り
方
∴
製
作
・
保
有
・
埋
納
に
つ
い
て
、
朝
鮮
北
部
と
南

部
の
閾
に
は
相
当
な
懸
隔
が
あ
り
、
朝
鮮
南
部
と
日
本
の
北
九
州
と
の
問
は
、

暁
代
が
下
る
に
つ
れ
て
親
縁
関
係
が
密
接
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
差
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
単
に
、
掘
頭
飾
や
細

形
短
剣
の
み
で
は
餌
明
す
る
の
が
難
し
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
今
年

は
、
細
形
短
剣
に
関
連
し
た
範
囲
内
で
、
地
域
性
の
存
在
を
指
摘
す
る
に
と

ど
め
て
お
い
た
。
後
日
、
機
会
を
得
て
、
朝
鮮
初
期
金
属
器
文
化
を
総
体
と

し
て
論
じ
る
際
に
、
地
域
性
や
そ
の
要
因
に
つ
い
て
も
詳
述
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
本
稿
の
た
め
に
、
朴
敬
源
・
姜
徳
仁
・
歩
武
晒
・
樋
口
隆
康
の
諸
先
生
か

ら
、
実
測
図
・
拓
本
・
写
真
な
ど
資
料
の
提
供
を
受
け
、
特
に
、
朴
・
麗
質

先
生
に
は
便
宜
を
は
か
っ
て
戴
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

注
①
特
に
月
形
短
剣
と
い
う
名
称
を
用
い
る
の
は
、
そ
の
中
に
銅
剣
身
と
鉄
剣
身

　
　
を
含
む
た
め
で
あ
る
。

　
②
全
南
谷
城
郡
木
寺
洞
颪
撲
北
里
と
、
大
郵
市
山
格
洞
直
撃
山
で
出
土
し
て
い

　
　
る
。
ど
ち
ら
も
、
中
央
都
に
方
柱
状
の
突
起
が
あ
る
型
式
で
あ
り
、
前
者
は
支

　
　
石
墓
の
付
近
か
ら
、
後
者
は
石
器
製
作
境
で
採
集
し
た
遺
物
で
あ
る
。
後
者
は
、

　
　
ヂ
繭
玉
先
生
の
御
好
意
に
よ
り
、
慶
北
大
学
校
で
実
見
し
た
が
、
表
面
の
一
部

　
　
に
光
沢
の
あ
る
黒
色
が
み
え
、
内
部
は
灰
黒
色
を
呈
す
る
や
や
粗
い
質
の
土
製

　
　
陥
で
あ
っ
た
。

　
　
金
載
元
・
歩
武
晒
『
韓
圏
支
石
墓
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
一
九
六
七
。

　
　
歩
容
鎮
「
琴
湖
江
流
域
の
先
史
遺
跡
研
究
（
1
）
」
『
右
文
化
』
五
・
穴
合

　
輯
、
ソ
ウ
ル
、
　
九
六
九
、
一
～
三
〇
ペ
ー
ジ
、
図
版
一
、
五
。

　
（
◎
　
　
藤
…
m
捌
・
梅
原
『
周
回
鑑
』
第
　
巻
、
七
五
ペ
ー
ジ
。
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金海良洞里出土遺物について　（岡内）

④
釜
山
市
東
莱
区
長
箭
洞
で
、
支
石
墓
内
か
ら
野
州
石
器
と
伴
綴
し
た
把
頭
飾

　
の
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
剣
形
石
器
を
、
磨
製
石
剣
と
は
違
っ
た

　
用
途
に
用
い
、
石
剣
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
有
光
教
一
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
京
都
、
一
九
五
九
　
三
四
～
三
六
ペ

　
ー
ジ
、
　
一
一
〇
ペ
ー
ジ
、
図
版
三
一
鳳
－
三
。

⑤
慶
尚
南
道
蔚
山
市
東
部
里
で
、
石
室
内
か
ら
他
の
　
口
の
石
剣
と
と
も
に
出

　
土
し
た
例
が
あ
る
。

　
　
有
光
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
四
六
ペ
ー
ジ
、
　
一
一
五
ペ
ー
ジ
、
図
版
三

　
三
－
五
。

　
　
金
海
付
近
の
出
土
例
は
、
釜
山
の
東
亜
大
学
で
み
た
が
、
未
発
表
資
料
で
あ

　
り
、
詳
述
を
避
け
た
い
。

⑥
櫃
本
亀
生
「
笠
頭
筒
形
銅
器
と
剣
柄
形
銅
器
」
『
考
誌
ヒ
ご
一
一
二
、
一
九

　
三
二
、
九
六
～
九
八
ペ
ー
ジ
。

　
　
ま
た
、
概
本
尊
は
中
国
北
部
や
遼
寧
の
把
お
よ
び
把
頭
飾
と
、
朝
鮮
の
そ
れ

　
ら
と
の
間
に
は
相
違
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
把
頭
飾
の
定
型
化
は
、

　
青
銅
の
採
用
と
関
連
し
、
鋼
製
把
頭
飾
の
中
心
地
は
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
付
近
に
あ

　
つ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　
橿
本
「
結
紐
形
剣
柄
頭
の
一
変
形
」
『
考
古
学
』
｝
一
－
一
、
東
京
、
一
九

　
四
〇
、
二
四
～
一
　
六
ペ
ー
ジ
。

⑦
藤
田
・
梅
原
『
玉
縁
』
第
一
巻
、
七
五
～
八
○
ペ
ー
ジ
、
図
版
三
七
、
三
八
、

　
四
一
。

⑧
秋
山
進
午
「
中
国
東
北
地
方
の
初
期
金
属
器
文
化
の
様
相
ω
」
『
考
誌
』
五

　
三
－
四
、
二
〇
～
二
二
ペ
ー
ジ
。

⑨
李
淳
鎮
「
《
夫
租
蔵
君
》
墓
に
つ
い
て
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
四
一
四
、

　
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
三
㎎
～
　
二
九
ぺ
…
ジ
。

⑩
測
量
博
物
館
『
青
銅
遺
物
図
録
』
二
二
～
一
四
ペ
ー
ジ
、
図
版
二
〇
、
図
面

　
二
〇
。

⑪
　
白
印
行
「
石
岩
里
出
土
の
古
朝
鮮
遺
物
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
五
i
四
、

　
六
三
～
六
四
ぺ
ー
ゾ
。

⑫
　
朝
鮮
歴
史
博
物
館
「
楽
浪
区
域
貞
柏
　
洞
出
土
の
古
朝
鮮
遺
物
」
『
考
古
民
俗
』

　
｝
九
六
七
－
二
、
四
八
ペ
ー
ジ
。

⑬
　
圏
立
博
物
館
『
湖
巌
蒐
集
・
韓
国
美
術
特
別
展
』
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
一
、
一

　
〇
四
～
一
〇
五
ペ
ー
ジ
、
　
闇
凶
版
　
九
。

⑭
金
載
元
・
歩
武
燗
「
大
嵐
晩
村
洞
出
土
の
平
田
・
銅
剣
」
『
震
檀
学
報
』
二

　
九
・
三
〇
合
輯
号
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
六
六
、
四
六
三
～
四
六
九
ペ
ー
ジ
。

⑮
考
古
学
及
び
民
俗
学
研
究
所
『
温
田
以
里
古
墳
群
発
掘
報
告
』
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、

　
一
九
五
八
、
三
八
～
五
一
ペ
ー
ジ
。

⑯
　
藤
冊
円
【
・
焔
硝
原
『
綜
鑑
』
第
一
巻
、
山
ハ
七
～
山
群
八
ペ
ー
ジ
、
闘
雲
版
一
二
七
。

⑰
未
だ
、
正
式
な
報
告
が
な
い
の
で
、
法
量
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
金
廷
鶴
編
『
韓
国
の
考
古
学
』
図
版
七
六
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
解
説
は

　
な
い
。

⑱
こ
れ
も
正
式
な
報
告
が
な
い
。
掲
載
し
た
写
真
は
、
樋
口
隆
康
先
生
の
撮
影

　
に
よ
る
。

⑩
　
国
立
博
物
館
『
青
銅
遺
物
図
録
』
　
一
穴
ぺ
…
ジ
、
図
版
二
五
、
図
面
一
五
。

⑳
　
長
崎
県
教
育
委
員
会
『
対
馬
』
　
長
崎
、
一
九
六
九
、
二
～
一
三
ペ
ー
ジ
、

　
図
版
皿
－
三
。

⑳
梅
原
末
治
「
許
斐
琉
旧
蔵
筑
前
須
玖
発
見
の
銅
鉾
・
銅
剣
」
『
人
類
学
雑
誌
駈

　
五
二
一
一
二
（
以
下
、
『
人
山
』
と
略
称
）
、
東
京
、
一
九
三
七
、
二
八
～
二
九
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ペ
ー
ジ
。

⑫
　
注
⑳
前
掲
書
。

　
　
梅
原
「
支
下
臥
土
の
有
柄
銅
剣
」
　
『
人
誌
』
四
八
－
二
、
一
九
三
三
ハ
一
鱒

　
四
［
1
一
　
一
五
ペ
ー
ジ
。

⑬
　
囑
。
球
ρ
≦
．
勺
こ
月
ぎ
Ω
⑦
o
お
。
口
膚
ヨ
。
鰍
。
唱
〇
三
〇
ω
。
o
濠
。
鉱
。
『
O
馨
苧

　
ざ
。
。
ま
b
h
昏
o
O
謀
器
ω
o
昌
α
6
0
器
2
尉
葺
9
回
N
。
伊
ω
〇
三
讐
窪
ρ
一
註
。
。
。
”

　
一
9
〈
o
H
一
霞
《
ρ
ロ
伽
ヨ
δ
8
一
H
鱒
嵩
8
屋
。
ぼ
㊦
o
掛
り
く
〇
一
．
囲
噛
ド
。
ロ
a
o
ジ
目
旨
ρ
娼
や

　
0
◎
。
層
暦
い
・
い
×
×
慣

　
　
金
元
龍
「
画
鳥
形
ア
ン
テ
ナ
式
細
形
銅
鐸
の
問
題
」
　
『
白
山
学
報
』
第
8
号
、

　
ソ
ウ
ル
、
一
九
毛
O
、
四
～
七
ペ
ー
ジ
。

⑳
甲
孫
守
道
「
西
盆
溝
．
古
墓
群
被
掘
事
件
の
教
訓
」
　
『
文
物
参
考
資
料
臨
…
九
五

　
七
」
一
、
北
山
承
、
囁
五
三
2
五
六
ペ
ー
ジ
。

　
　
孫
守
道
「
コ
伺
奴
西
盆
溝
文
化
”
古
墓
群
の
発
見
」
　
『
文
物
』
一
九
六
〇
1

　
八
・
九
、
北
京
、
二
五
～
三
五
ペ
ー
ジ
。

㊧
　
姑
馬
遺
跡
調
査
会
．
「
長
崎
県
対
馬
調
査
報
告
e
」
　
『
考
誌
』
四
九
一
一
、
一

　
九
六
一
二
、
五
五
～
五
九
ペ
ー
ジ
。

㊧
　
注
・
㊧
一
二
掲
書
、
五
二
～
五
五
ペ
ー
ジ
。

⑳
r
國
立
博
物
舶
即
　
『
湖
巌
一
壷
集
・
韓
国
美
術
特
殉
展
馳
　
　
～
〇
一
一
～
～
〇
一
二
。
へ
一

　
ジ
、
図
版
一
五
。
．

⑱
　
金
元
龍
h
鳥
形
ア
ン
テ
ナ
式
縮
形
鋼
剣
の
問
題
」
　
『
白
子
学
報
』
第
八
号
、

　
八
～
九
ペ
ー
ジ
。

⑱
　
ド
o
o
げ
『
層
駕
こ
　
、
、
O
a
o
。
ゆ
U
餌
α
q
σ
q
Φ
話
ヨ
る
圃
（
異
く
①
ω
噂
累
。
ノ
〈
鼠
簿
。
ユ
巴
”

　
6
巴
。
。
。
，
一
ゆ
。
ρ
滋
。
コ
営
α
O
耳
。
口
9
0
σ
q
ざ
．
．
営
〉
目
ぼ
ぴ
霧
諺
ω
冨
ρ
＜
o
ド
区
嶺
噂

　
〉
ω
o
o
コ
P
搾
り
心
O
■

　
　
諾
ぎ
・
。
。
”
資
属
二
ω
。
憶
鉱
器
。
・
帥
乙
O
H
8
訴
闇
α
㊤
ヨ
げ
甑
論
ρ
巳
誌
邑

⑳
　
バ
ジ
ル
ク
三
号
墳
か
ら
は
、
両
端
に
写
実
的
な
水
鳥
を
表
現
し
た
木
製
の
鏡

　
板
が
紙
土
し
て
い
る
。
こ
の
水
鳥
は
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
と
大
山
飛
山
洞
繊
土
の
把

　
頭
飾
の
水
鳥
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

　
　
園
ロ
島
①
巳
（
P
o
Q
。
目
こ
閃
履
o
N
o
嵩
日
。
ヨ
ぴ
ω
9
ω
ぴ
⑦
ユ
騨
“
繋
げ
Φ
想
ρ
N
冤
吋
罵
ぽ

　
切
震
二
巳
ω
o
隔
翻
。
〒
》
α
q
o
国
。
『
。
・
。
旨
o
p
ン
H
．
芝
■
昌
6
ヨ
娼
。
。
o
路
目
毒
蕊
‘

　
切
魯
包
。
冤
騨
昌
α
U
o
。
。
｝
ロ
σ
旨
④
H
。
。
噂
四
竃
ρ
幽
い
り
野
比

⑳
　
山
口
県
向
津
具
発
見
例
か
ら
、
把
頭
飾
と
把
握
部
は
、
峻
状
の
装
罎
を
介
し

　
て
結
縛
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
島
田
貞
彦
・
小
川
五
郎
「
長
門
向
津
呉
出
土
の
飾
手
脚
剣
」
　
『
史
林
』
一
七

　
ー
ー
一
、
　
山
思
都
、
　
一
－
九
～
二
一
一
、
　
一
一
詩
興
～
一
　
二
一
ペ
ー
ジ
。

⑫
　
金
廷
鶴
『
韓
国
の
考
古
学
』
　
一
二
八
～
一
三
〇
ペ
ー
ジ
、
図
版
ハ
ニ
ー
九

　
二
つ

⑳
　
秋
山
「
中
国
束
北
地
方
の
初
期
金
属
器
文
化
の
様
相
ω
」
　
『
評
壇
』
五
三
一

　
四
、
　
一
一
〇
ぜ
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

⑭
　
把
頭
飾
の
中
で
は
、
A
I
式
が
最
も
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

　
れ
に
伴
う
短
剣
身
が
、
細
形
短
飼
の
最
も
古
い
型
式
に
属
す
る
と
い
う
わ
け
で

　
は
な
い
。
細
形
短
剣
の
最
古
の
型
式
に
は
、
未
だ
、
把
頭
飾
を
伴
出
し
た
例
が

　
な
い
。

　
　
韓
藪
田
　
「
傍
川
龍
興
里
嵩
土
の
青
鋼
剣
と
伴
出
遺
物
」
　
『
考
古
学
臨
第
一

　
輯
、
ソ
ウ
ル
、
…
九
六
八
、
六
一
～
七
六
ペ
ー
ジ
。

⑳
　
中
国
遼
寧
省
西
豊
県
楽
善
話
題
家
街

　
　
一
九
五
六
年
前
後
に
発
見
し
た
一
大
古
墳
群
で
、
盗
掘
に
あ
っ
た
が
、
多
く

　
の
遺
物
を
収
拾
し
た
。
遺
物
は
一
一
つ
の
異
な
っ
た
文
化
系
統
に
屈
し
、
｝
方
は
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中
国
系
文
化
、
他
方
は
ス
キ
タ
イ
系
文
化
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
墓
葬
の
年

代
に
は
か
な
り
の
幡
が
あ
り
、
雪
転
代
中
葉
か
ら
西
漢
末
ま
で
で
、
遅
く
と
も

　
東
漢
の
初
期
に
下
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
収
拾
さ
れ
た
刀
剣
類
は
七
一
口
で

　
あ
る
が
、
発
見
総
数
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
数
量
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

　
る
。
刀
剣
身
は
す
べ
て
鍛
鉄
製
で
、
銅
製
杷
と
木
製
把
に
よ
っ
て
二
種
に
分
け
、

　
銅
把
は
更
に
二
分
し
て
い
る
。
銅
把
の
一
類
は
、
把
頭
の
左
右
両
端
に
曲
環
が

　
あ
り
、
把
頭
は
二
羽
の
鳥
が
頭
を
後
に
ま
わ
し
た
形
に
似
て
い
る
。
二
類
は
、

　
把
頭
飾
は
遺
存
し
な
い
が
、
方
柱
形
の
把
握
部
に
七
～
八
個
の
銅
環
を
嵌
装
し

　
て
い
る
。
桃
氏
剣
の
把
握
部
に
あ
る
二
個
の
籏
に
似
て
は
い
る
が
、
剣
を
ふ
る

　
と
音
を
発
す
る
と
い
う
か
ら
、
桃
疑
剣
の
そ
れ
と
は
、
似
て
非
な
る
も
の
で
あ

　
る
。
鉄
剣
身
は
、
長
さ
六
〇
～
八
○
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
銅
把
の
一
類
は
、

　
把
頭
飾
・
把
握
部
・
錬
が
一
隅
鋳
に
な
っ
て
い
る
。
把
頭
の
両
端
は
、
ま
が
っ
て

　
上
に
の
び
、
弧
を
描
き
な
が
ら
胴
に
接
し
、
双
環
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
胴
に

　
は
斜
刻
線
を
ひ
き
、
鳥
形
の
胴
か
ら
頸
・
鴫
に
か
け
て
、
縦
線
を
一
条
め
ぐ
ら

　
し
て
い
る
。
錬
は
末
広
が
り
の
台
形
で
、
一
方
の
端
が
他
端
よ
り
も
突
出
し
て

　
い
て
、
左
右
対
称
で
は
な
い
。
錬
に
は
斜
線
を
ひ
く
が
、
両
端
に
は
円
孔
が
な

　
い
。
B
I
式
把
頭
飾
を
伴
う
例
は
、
正
確
な
数
量
が
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も

　
四
口
以
上
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
把
は
、
オ
ル
ド
ス
式
や
ス
キ
タ
イ
式
の

　
剣
把
と
、
出
土
地
不
詳
の
大
顧
火
博
物
館
所
蔵
例
や
柏
崎
例
と
の
中
間
に
位
置
す

　
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
注
⑭
前
掲
書
。

⑳
　
河
北
尊
影
来
県
北
辛
墜
｝
号
墓

　
　
一
九
六
四
年
、
戦
国
疇
代
の
銅
容
器
や
銅
父
・
守
刀
子
と
と
も
に
出
土
し
た
。

　
把
頭
を
獣
面
形
に
し
、
両
端
に
双
環
を
作
っ
て
い
る
。
墓
主
の
死
体
の
ぞ
ぱ
に

　
置
い
て
い
た
も
の
で
、
把
頭
に
は
布
の
痕
跡
が
遺
存
す
る
と
い
う
。
銅
剣
の
全

　
長
三
〇
・
三
セ
ソ
チ
、
把
の
長
ざ
九
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
把
頭
飾
・
把
握
部

　
・
鐸
・
剣
身
は
、
一
度
に
鋳
造
し
た
同
鋳
式
で
あ
る
。

　
　
河
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
北
懐
来
航
辛
墾
戦
国
墓
」
　
『
考
古
』
一
九

　
六
六
－
五
、
北
京
、
二
三
一
～
二
四
二
、
図
版
参
。

⑰
内
蒙
古
鳥
蘭
察
布
盟
和
林
格
爾
二
食
家
窟
予

　
　
一
九
五
八
年
に
、
銅
鼓
・
衰
運
子
・
銅
製
装
飾
贔
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

　
掘
頭
飾
左
右
の
両
端
が
上
方
に
の
び
て
ま
が
り
、
胴
部
中
央
に
つ
い
て
、
双
環

　
形
を
な
し
て
い
る
。
胴
部
は
三
日
月
の
形
に
窪
ん
で
い
て
、
オ
ル
ド
ス
で
よ
く

　
み
る
型
式
に
属
し
て
い
る
。
把
握
部
に
は
二
条
の
凹
溝
が
あ
り
、
把
頭
か
ら
剣

　
身
ま
で
を
同
鋳
に
し
た
型
式
に
属
し
て
い
る
。
伴
出
し
た
鍋
父
の
型
式
か
ら
、

　
戦
國
中
期
に
年
代
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
心
逸
友
「
内
蒙
古
和
林
格
爾
県
出
土
の
銅
器
」
　
『
文
物
』
一
九
五
九
一
六
、

　
裏
表
紙
見
返
し
。

　
　
内
蒙
古
自
治
区
文
物
工
作
隊
『
内
蒙
古
出
土
文
物
選
集
』
　
北
京
、
一
九
六

　
一
一
一
、
　
五
ペ
ー
ジ
、
　
図
版
四
〇
。

慾
　
サ
武
燗
「
韓
国
青
銅
短
足
の
型
式
分
類
」
　
『
震
檀
学
報
』
二
九
二
二
〇
合
輯

　
号
、
　
一
九
六
六
、
閥
三
～
五
〇
ペ
ー
ジ
。

⑳
藤
田
・
梅
原
『
綜
鑑
』
第
一
巻
、
五
七
～
五
九
ぺ
…
ジ
、
図
版
三
｝
。

⑳
　
歩
武
欄
…
「
金
海
繊
十
…
の
異
型
銅
剣
・
銅
鉾
」
『
柳
洪
烈
博
士
華
甲
紀
念
論
叢
』

　
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
一
、
五
一
五
～
五
二
六
ペ
ー
ジ
。

⑪
　
藤
関
亮
策
・
梅
原
末
治
・
小
泉
顕
夫
『
南
朝
鮮
に
於
け
る
漢
代
の
遺
跡
・
大

　
正
一
一
年
度
古
跡
調
査
報
欝
』
第
二
柵
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
二
五
、
三
〇
～
七
三

　
ペ
ー
ジ
、
図
版
一
九
－
三
六
。
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⑫
　
藤
田
・
梅
原
『
直
貼
』
第
　
巻
、
六
八
～
七
〇
ペ
ー
ジ
、
図
版
三
七
。

⑬
長
麟
県
教
育
委
員
会
『
対
馬
駈
、
＝
二
～
二
一
ペ
ー
ジ
、
℃
い
．
語
。

⑭
　
岡
内
三
真
「
韓
國
・
大
田
地
方
発
見
の
農
耕
図
の
あ
る
青
銅
器
」
『
考
古
学

　
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
六
九
号
、
東
京
、
｛
九
七
二
、
一
〇
～
一
四
ペ
ー
ジ
。

⑯
　
金
載
元
「
扶
除
・
土
州
・
壱
岐
禺
土
銅
製
遺
物
」
　
『
震
檀
学
報
』
第
二
五
・

　
二
六
・
二
七
合
輯
号
、
一
九
六
四
、
二
八
七
～
二
九
ニ
ペ
ー
ジ
。

㊨
　
金
元
龍
「
慶
州
九
政
里
出
土
の
金
石
併
用
期
遺
物
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学
報
』

　
第
一
輯
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
五
二
、
三
～
一
四
ペ
ー
ジ
。

⑰
注
⑯
前
掲
書
、
二
九
三
～
二
九
六
ペ
ー
ジ
。

⑱
　
金
貞
培
「
全
南
和
順
の
青
銅
遺
物
発
見
」

　
東
京
、
一
九
七
二
、
七
～
九
ぺ
…
ジ
。

『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
六
六
号
、

⑭
　
注
⑳
前
掲
諮
、
五
二
五
～
五
二
｛
ハ
ペ
ー
ジ
。

⑳
w
　
注
⑩
口
跡
偶
鑓
轡
一
、
　
五
一
入
～
五
一
一
〇
ベ
ー
ジ
。

⑪
注
⑩
前
掲
書
、
五
一
六
～
五
一
八
ペ
ー
ジ
。

⑳
　
注
⑳
晶
朋
掲
書
、
　
五
二
一
～
五
二
｛
ハ
ペ
ー
ジ
。

⑭
　
水
野
清
一
・
樋
口
隆
康
・
岡
崎
敬
『
対
馬
隠
東
京
、
一
九
五
三
、
三
五
～
照

　
八
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
・
京
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